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議会費

<議会費>

（担当：議会事務局）

議会事務事業 決算額 ４７，８８９千円（４８，１４３千円）

この経費は、主として議員の報酬、期末手当、定例会や臨時会、各委員会等の会議出席に

伴う費用弁償に使われる他、町議会の活動状況を広く町民に周知し、議会に対する理解と認

識を深めてもらうための議会広報発行費用、議事録作成にかかる会議録調製委託料、事務局

職員の人件費等に充てました。

■議員に関する経費

●議員の報酬、期末手当、議員共済負担金・事務費 ２８，４３５千円

●定例会や臨時会、各委員会、研修や視察等の費用弁償 ４２千円

●議員公務災害補償組合負担金 ５５千円

■職員に関する経費

●事務局職員の給料、各種手当、共済組合負担金 １６，０８１千円

●事務局職員の普通旅費として ２千円

●退職手当組合事前納付金、退職手当組合負担金 １，６４９千円

●管内・道議長会各種負担金 ２千円

■事務的経費

●議会だより印刷費 ７５４千円

●議会だより配付料 ２千円

●車両燃料費 ８千円

●法令集追録代や議会関連雑誌定期購読代、消耗品代 ２５１千円

●会議録調製委託料 ６０８千円

【参 考】

○宗谷管内町村議会議員年収比較

（令和３年７月１日現在）

町村名
順 議長 順 副議長 順 委員長 順 議員

位 （円） 位 （円） 位 （円）

中頓別町 ⑥ 3,637,500 ⑦ 2,924,550 ⑦ 2,764,500 ⑦ 2,604,450

管内平均 3,830,542 3,133,506 2,974,053 2,814,600

（順位は、宗谷管内８町１村中の順位）
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総務費

〈一般管理費〉

（担当：総務課総務グループ）

儀式典礼事業 決算額 ６３千円（８３千円）

自治記念式、楢原民之助氏慰霊祭等の儀式に要した経費です。

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて一部事業（神社祭、新年交礼会）は中止としま

したが、自治記念式、楢原民之助慰霊祭は実施しました。

行政改革事務事業 決算額 １３千円（３２千円）

平成１７年度に策定した中長期行財政運営計画に基づき、適切に行財政改革を推進してい

くため、行政改革推進委員会がその進捗状況を監視し必要な提言を行っています。今年度は

行政改革推進状況、デジタル・ガバメントの推進、定員管理計画の変更を説明しました。行

政改革においては地域おこし協力隊を職員の代用とするのではなく正規の職員の配置と、職

員採用にあたり、役場職員の子息であっても試験が受けられるような環境整備が望まれまし

た。また、デジタル化に係る住民周知やデジタル人材の採用、在宅の介護サービスの充実を

提言として頂いております。

自衛官募集事務事業 決算額 １７千円（２８千円）

自衛隊員募集・確保のため自衛隊募集推進協議会と連携して円滑な活動を図ることとして

います。今年度は、自衛隊旭川地方協力本部枝幸地域事務所からの連絡により、自衛官募集

事務委嘱者への委嘱や自衛官入隊者の激励会等に同席しました。また、自衛官募集に係る事

務を執行しました。例年の負担金は今年度も請求がなく執行しておりません。

人事管理事務事業 決算額 ４８９，０５６千円（４９５，０１１千円）

特別職、一般職及び臨時職員の給料支払いの他、共済事務や健康診断等の福利厚生事務、

職員の研修や進退に関する事務等組織の内部管理事務のために要した経費です。社会人採用

では６名を採用し、分限・懲戒処分者は１名となっています。人事評価では、総務省通達に

よる昇給、昇格に繋げる制度の構築のため人事評価規則を改正し、要領を策定しました。令

和４年１月に人事評価に係る管理職級職員研修会を実施し、制度の概要を説明するとともに

職員の人事評価を適切に行うよう指導を行いました。

町村会事務事業 決算額 ２，２３４千円（２，２３４千円）

宗谷町村会は、宗谷管内のすべての町村で組織し、町村に共通する課題の解決や情報の収

集と提供、職員研修の共同実施等の事業を行っています。その運営に必要な経費は、町村の

規模等で決められています。毎年、経費の節減を図り、積立金の取崩しをしながら負担金を

削減しています。

法制事務事業 決算額 ３，２１９千円（３，２２０千円）

町例規システムの保守管理、例規の改正等によるデータの更新費用及び議案診査を委託し

ています。今年度は次年度で全面的な改正を要する職員の定年引上げに係る予備調査を実施

しました。次年度に本格的な定年引上げ及び個人情報保護等に係る条例改正を予定しており

ます。
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総務関連事務事業 決算額 ５，２８３千円（５，８６９千円）

上記の事業の他、総務の一般的な事務を行うために必要な経費を支出しました。新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けて特別職も含めた旅費が減少しております。

職員研修事業 決算額 ２，１１１千円（２，２８４千円）

職員の意識革命、資質向上を図り、より高度な行政課題への対応、さらなる住民サービス

の向上に資するため、各種研修機関への派遣及び独自研修等を実施しました。新型コロナウ

イルス感染症の影響を受けて中止となった研修もありますが、その分を内部研修で補い工夫

をして実施しました。今年度はハラスメント研修を全職員対象にｅラーニングで実施してお

り、短時間の会計年度任用職員を数名除き、ほぼ、全職員が実施しております。

中頓別町奨学金等償還支援事業 決算額 １，４３０千円（１，４３０千円）

町内事業所等に就業中或いは就業予定があり、町内に住所があるか定住をする見込みがあ

る者で、奨学金等の償還中或いは償還を予定する者に対する助成、また、国家資格等取得者

に対して奨学金等の一括償還相当額の貸付事業です。今年度は７名に奨学金償還支援を行っ

ていますが、そのうち６名は町職員で、１名は民間の会社からの申請となりました。

◇奨学金償還支援 ７件

◇一括償還貸付 ０件

〈財政管理費〉

（担当：総務課政策経営室）

財政管理事業 決算額 １，９５３千円（２，１７１千円）

財政状況ヒアリング等に係る旅費及び車両燃料費、また、口座振替や窓口収納手数料等を

支出しました。

物品管理事業 決算額 ５，７５０千円（５，７８４千円）

職員が業務上必要な事務用品やコピー機・印刷機の保守に係る経費を支出しました。また、

役場庁舎内で使用している印刷機が経年劣化により故障が著しく、部品の交換も不可能であ

ることから、更新を行いました。

・印刷機 ９９０千円

財務会計管理事業 決算額 ２，８２５千円（３，０８９千円）

※うち、２６４千円は、令和４年度への繰越明許費です。

会計処理や財務情報の管理を行うための財務会計システムの保守に係る経費を支出しまし

た。また、起債管理システムに接続している無停電電源装置の更新に係る経費を予算計上し

ましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、世界的に半導体・電子部品等の供給不

足が発生しており、年度内の納品が困難であることから、令和４年度への繰越明許費となり

ました。
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〈文書広報費〉

（担当：総務課政策経営室）

広報公聴事業 決算額 ３，０８８千円（３，１２８千円）

町民の暮らしに密着した情報や町の魅力を発信するための経費です。

・広報誌なかとんべつの発行

町が抱える様々な問題や課題、町で起きている出来事等をタイムリーにお知らせしま

した。

町民の情報に関するニーズをしっかりと捕捉し、特集等を中心に紙面の見直しを進め

ながら内容の充実を図りました。

・広報なかとんべつ お知らせ版の発行

健康相談の日程や様々な行政の情報をお知らせ版として月２回を発行し、町民への情

報提供と周知を図りました。

・街頭放送の実施

町のお知らせや緊急放送等町内（市街地のみ）への周知手段として町内の街頭放送を

運営する中頓別町街頭放送協会に加盟しています。

・町政懇談会「町長がおじゃまします」の実施

今年度は、町内の希望団体、希望自治会を対象とし、地域医療の提供体制や学校づく

り、天北宗谷岬線について地域住民への説明会を兼ねて行いました。

〈財産管理費〉

（担当：建設課建設グループ）

町有財産維持管理事業 決算額 １３，８３０千円（１４，０４９千円）

庁舎以外の町有財産に係る損害保険料や建物等の維持管理に関する経費を支出しました。

・町有住宅屋根塗装工事 １，２６５千円

・宮下定住促進団地追加造成測量設計業務委託料 ２，９２６千円

・宮下定住促進団地用地購入費 １，７８０千円

・町有車両ドライブレコーダー購入（１１台） ３３１千円

役場庁舎維持管理事業 決算額 ７，２９５千円（７，７８０千円）

庁舎の電気料や、電話料等建物の維持管理に関する経費を支出しました。

・役場庁舎警備業務等委託料 ２，６０２千円

・役場庁舎薪ストーブ薪購入 １２２千円

・役場庁舎備品購入（パーテーション、机、椅子、書庫） ７７１千円

建設設計業務支援事業 決算額 ３，６３０千円（３，６３０千円）

町有建物等の施設整備及び維持保全に係る技術支援業務に関する経費を支出しました。

・維持保全工事等支援業務委託料 ３，６３０千円
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〈企画費〉

（担当：総務課政策経営室）

いきいきふるさと推進事業 決算額 ５，５９０千円（６，４４６千円）

町内に転入された方へ、中頓別で生活する上で必要な情報の提供を行っています。

また、結婚や子育てに対しては祝金等の贈呈や支援を行い、地域が温かい気持ちで支えあ

うまちづくりを目指しています。

・転入支援事業 中頓別町生活情報誌の配布 ３２千円

なかとん牛乳引換券の配布 ７３千円

就職祝金 ３００千円

・就学支援事業 通学用バス定期運賃補助事業 ２，２８８千円

高等学校等通学家庭補助事業 ９００千円

・結婚支援事業 結婚祝金（夫婦１組３００，０００円） １，２００千円

・子育て支援事業 出生祝金 ６５０千円

・第１子～第２子 １０万円（内５万円分商工会発行商品券）

・第３子以降 ３０万円（内５万円分商工会発行商品券）

絵本プレゼント（１歳児、１歳６ヶ月児、３歳児を

対象に１人２冊を乳幼児健診時に手渡し） ７４千円

紙オムツ、紙オムツ用ごみ袋 ７３千円

移住定住促進事業 決算額 ６，２４４千円（６，２４６千円）

平成１８年度から北海道移住促進協議会に参画し、移住・定住を促進するための事業に取り

組んできています。現在は、３棟のおためし暮らし用住宅を用意して受入を行っており、令和

３年度は４組１０名の方々のご利用がありました。この取り組みを通じて二地域居住や移住へ

と繋げていけるよう今後も継続していきます。

また、特定地域づくり事業制度を活用し、移住者の就業先確保を目的として中頓別町特定地

域づくり事業協同組合を設立しました。設立や事業運営に必要な財産的基礎額を補助し、令和

４年度からの事業開始に向け準備を進めました。

・会計年度任用職員（地域おこし協力隊員）給料等 ２，０９７千円

・北海道移住交流促進協議会負担金 ５０千円

・ふるさと回帰支援センター正会員年会費 ５０千円

・おためし暮らし住宅修繕、維持管理費 １０９千円

・広告宣伝（北海道生活掲載料、組合職員求人広告掲載料） ５１７千円

・職員旅費、派遣元責任者講習受講料 １１千円

・中頓別町特定地域づくり事業協同組合設立助成金 ３，４１０千円
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移住体験事業実績

環境保全活動推進事業 決算額 ０千円（２９千円）

環境の保全と創造を町民が自主的・主体的に進めていくため、条例・計画に基づいた推進

に努め、環境保全に関する事項について諮問するため、環境基本法の定めに基づき町環境審

議会を推進しています。令和３年度は実績がありませんでした。

企画総務事業 決算額 ４５２千円（６４４千円）

上記事業のほか、総務課政策経営室の一般的な事務を行うために必要な経費です。

・旅費 ８１千円

職員旅費 ８１千円

・需用費 ２６１千円

消耗品費 ３千円

車両燃料費 １０７千円

維持管理費（冬タイヤ購入ほか） １５１千円

・負担金 １０７千円

宗谷本線活性化推進協議会 ２０千円

農村文明創生日本塾 ３０千円

全国積雪寒冷地帯振興協議会 ２千円

全国山村振興連盟北海道支部 ４５千円

公益社団法人北海道国際交流・協力総合センター １０千円

・使用料（高速道路ほか） ３千円

全国過疎地域自立促進連盟事業 決算額 １００千円（１００千円）

過疎地域における産業、経済の開発振興と地域住民の生活、文化の安定向上を図る、全国

過疎地域自立促進連盟と連携し、過疎地域対策の充実強化を図っています。

総合開発委員会事業 決算額 １１，１８９千円（１１，２８８千円）

平成２４年度からスタートした第７期総合計画に基づき、豊かで住みよいまちづくり、誰

もが住んでよかった、いつまでも住み続けることのできるまちづくりを実現するため、計画

の推進管理を重点的に行いました。

令和４年度からスタートする第８期総合計画を策定するための準備作業を令和元年６月に

スタートしました。この取り組みは３カ年計画で作業を進めることとし、１年目となる平成

３１年度では企画段階として、町民ヒアリングや取り組みに関わる職員の研修会等を実施し

おためし暮らし 二地域居住 完全移住

～H28 73組 148 人 延 3,702 日 4組 12人 6組 10 人

H29 11 組 21 人 延 542日 － －

H30 6組 13 人 延 375日 － －

H31(R1) 7 組 10 人 延 400日 － 1組 1人

R2 2組 3人 延 90日 － －

R3 4組 10 人 延 250日 － －

計 103組 205 人 延 5,359 日 4組 12人 7組 11 人
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ました。２年目となる令和２年度は計画段階として、未来１０年のビジョンを考えるため、

町民自らこれからの生き方をこのまちで実現するための活動を展開してきました。最終年と

なる令和３年度は計画策定作業をしました。２年目で取り組んだ理想となるまちづくりに向

けた町民アイデア実現のため、協働する仲間を増やし、計画の施策具体化に向けて取り組み、

令和４年３月に第８期中頓別町総合計画を策定しました。「小さな中頓別（まち）のしあわ

せをデザインする」をキャッチフレーズとし、人口が少なくなっても支え合いながら、あた

たかな、安心して、充実した暮らしのある、豊かさと楽しさを生み出し、将来にわたり住み

続けられるまちづくりを目指していきます。

そのために、重点プロジェクトに位置付けられた事業の着実な推進を図るとともに、計画

の策定過程で町民参加のもと提案のあった７つのアクションについての具現化に向けた取り

組みを進めていきます。

・委員会の開催（本委員会６回、外部評価委員会４回） １７５千円

・委員等旅費 ３千円

・印刷製本費（総合計画ウェブサイト冊子版１，２００冊） １，４１９千円

・第８期総合計画策定プロジェクト委託業務（計画本編作成ほか） ９，５９２千円

地方バス路線維持対策事業 決算額 ２２，８５２千円（２２，８５２千円）

平成元年度にＪＲ天北線が廃止され、代替バスの運行が開始し、これまで関連市町村で連

携を取り、対策協議会により様々な対策を検討してきました。

令和３年度においても、バス路線を維持するために必要な補助を行いました。

・広域生活交通路線維持分 ３，４５４千円

・市町村単独路線維持分 １９，３９８千円

土地利用等規制対策事業 決算額 ４２千円（４２千円）

国土利用計画法に基づく規制、誘導や土地取引の届出事務に要する経費です。

地域づくり活動支援補助事業 決算額 ０千円（０千円）

町民による地域特性や地域資源を活かした地域づくりを推進する活動に対して補助金を交

付することにより、地域振興と町民福祉の向上を図ることを目的としています。令和３年度

は実績がありませんでした。

定住自立圏事業 決算額 ５千円（６千円）

中心市宣言（定住自立圏構想推進要綱第４に規定）を行った「稚内市」「名寄市及び士別市」

と相互に役割を分担し連携しながら、定住に必要な都市機能及び生活機能を確保し、安心し

て暮らせる定住自立圏を形成することを目的に取り組んでいます。

・職員旅費 ２千円

・車両燃料費 ３千円

新エネルギー導入事業 決算額 ０千円（０千円）

脱炭素社会を目指した新エネルギーの導入に取り組んでいます。令和３年度は情報収集の

みを行ったため、支出はありませんでした。

大崎上島町交流推進事業 決算額 ０千円（０千円）

平成２年１０月に本町の開拓の始祖である樽原民之助氏の出身地である広島県東野町（現
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大崎上島町）と姉妹町の縁を結び、町民同士の交流を行っております。

令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響により交流事業を延期したため、支出はあ

りませんでした。

まちづくり団体支援事業 決算額 ３６千円（６１４千円）

地域の振興や発展に向けたまちづくり活動を行う団体に対して支援を行いました。

・北海道日本ハムファイターズ中頓別後援会助成金 ３６千円

人口減少問題対策事業 決算額 ０千円（４８千円）

急速に進む人口減少を少しでも抑制するため、様々な施策を講じながら地域課題の解決に

向けた取り組みを推進しています。令和２年３月に策定した人口ビジョン改訂版及び第２期

総合戦略の推進管理を行いました。

地域青年交流の場設定事業 決算額 ２，２７８千円（２，２７８千円）

地域の青年同士の交流機会を創出すべく、なかとんべつ青年交流事業実行委員会が主体と

なって異業種間交流を進めてきました。

令和３年度は５回目となる婚活事業と関連する研修会を行いました。

婚活事業は１２月に実施し、当町の男性参加者９名、全国から応募のあった女性参加者９

名の計１８名が参加し、４組のカップルが成立しました。

・なかとんべつ青年交流事業実行委員会補助金 ２，０７８千円

ふるさと応援寄附事業 決算額 ３３７千円（７９０千円）

中頓別町を応援していただける町外の方から広く寄附金を募り、これを財源に環境保全や

子どもの健全育成等の各種事業に活かしています。

令和３年度は６５件、１，３８１千円の寄附金をいただき、地域の特産品を返礼品として

贈りました。

・ふるさと応援寄附返礼 １８０千円

・手数料（サイト利用料・決済手数料等） １３６千円

・委託料（サイト運営業務・発送手配業務等） ２１千円

企業誘致促進事業 決算額 １，７３５千円（１，７３６千円）

中頓別町企業立地促進条例に基づき、平成３１年度に完成したドリームジャンボファーム

建設に係る固定資産税相当分を株式会社デイリーソウル中頓別に対して補助しました。

広域連携事業 決算額 ０千円（０千円）

東京都港区と宗谷町村会との連携事業を実施しており、みなと区民まつりへの出店やＰＲ

イベント等を実施することで、宗谷地域のブランド力向上を図っています。令和３年度は新

型コロナウイルス感染症拡大のため、イベント等の開催はありませんでした。

過疎地域における働き方改革プロジェクト事業

決算額 １８，０８８千円（１８，１８３千円）

長年に渡り人口減少が進んでいる状況にあり、これに伴い地域の担い手（働き手）が減少

傾向にあります。ついては、地域の担い手（働き手）創出を単純に外部からの移住者のみに

頼るのではなく、既に働いている者の副業・兼業（人的シェアリング）や首都圏の企業や人

材との交流により当町での勤務（遠隔地勤務）を可能とする等の仕組みを構築するとともに、
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地域ニーズを踏まえた起業支援や担い手（働き手）を創出することにより、地域産業を活性

化させ、将来にわたり持続できる地域づくりを目指すため調査活動等を展開してきました。

最終年となる令和３年度は、求人・求職マッチング（無料職業紹介所等）を含む就労・移

住の総合支援となる「くらしとしごとの相談窓口」の開設（ポータルサイト（Web）の運用含

む）、町内事業者の担い手確保のために、地域における短期間の仕事を組み合わせることで通

年の仕事として創出し、組合で職員を雇用し事業者に派遣（安定的な雇用環境、一定の給与

水準を確保）する特定地域づくり事業協同組合（１３事業所参加）の設立や、町職員の副

業・兼業を許可して、地域活動に貢献できる仕組みづくりに取り組みました。

起業支援は、すでにサポートをしている候補者への深化・発展、新規候補者の発掘等、関

係機関と連携して展開します。

首都圏の企業・人材との交流による関係人口拡大の実現に向けてコロナ禍における状況変

化を見極めながら実現の可能性を検討しました。

ライドシェアは、新型コロナウイルス感染症予防策を講じながら、さらなる積極的な運用

により地域住民の交通手段の充実が図られるよう、ドライバーの皆さんとともに利便性向上

を提供することに努め、重点取組みと位置づけた各種行動を展開しました。

遊休資産となっている旧松田商店の利活用を検討するため、町内で利活用のアイデアを有

する町民団体と意見交換を行い、利用開始に向けてスタートしました。

・会計年度任用職員（パート）報酬等 １，５５２千円

・職員旅費 ２９千円

・消耗品費等 ３５千円

・ライドシェア通信費 ５４４千円

タブレット通信費 ４８６千円

ドライバー保険等 ５８千円

・労働力の担い手創出調査等業務委託料 ６，９８５千円

・起業の担い手創出業務委託料 ３，５０９千円

・移動手段確保・維持のための担い手創出業務委託料 ３，２４５千円

・首都圏企業や人材とのネットワーク構築等業務委託料 ２，１８９千円

高速ネットワーク通信環境整備推進事業

決算額 １８４，８８４千円（１８４，８８４千円）

※うち、１６３，４３４千円は、令和２年度からの繰越明許費です。

伝送用専用線設備を利用した高速ブロードバンドネットワークを重要な社会基盤と捉え、

町内において無線局を開設することで情報格差の解消、産業の振興や教育環境の充実を図る

とともにウィズコロナ・アフターコロナと呼ばれる新たな時代に対応する「新しい生活様式」

の実践に必要な情報通信基盤づくりを推進しています。そのため、未整備地域における伝送

用専用線設備の整備を行い、町内全域に高速ブロードバンドサービスを提供できる環境を構

築しました。
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〈公平委員会費〉

（担当：総務課総務グループ）

公平委員会事務事業 決算額 ４千円（６千円）

この経費は、宗谷公平委員会負担金に充てました｡当年度は負担金の支出のみで、該当要件

はありませんでした。

〈生活安全推進費〉

（担当：総務課住民グル―プ）

生活安全推進事業 決算額 ２，０４１千円（２，２４７千円）

生活安全事業は、まさに「町民の生活の安全を守る」事業であり、交通安全、防犯活動及

び消費生活相談等、町民の日々の暮らしに密接した事業です。

交通事故防止に関しては関係団体との連携強化の他、町民の交通安全意識の高揚を図るた

め、街頭啓発や安全旗の設置等、コロナ禍でも例年と同様の活動を行っております。交通安

全対策を推進するための交通指導員は６名体制で街頭指導等を行っております。また、防犯

の観点から高齢者世帯や児童を不審者等から守る活動等が重要であることから、警察、各ボ

ランティア団体等と連携し見守りや啓発活動等に取り組むとともに、教育委員会が主催し学

校関係者等が参加する通学路安全推進会議の意向に沿って防犯カメラを新たに市街地４箇所

に設置し、計８台で子どもたちの通学時の安全に配慮しました。新入学児童へのランドセル

カバーやメトロ帽の贈呈は例年のとおり継続しております。地域生活安全協会の活動は役員

会は実施しましたが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて総会は書面開催としました。

新型コロナウイルス感染症の影響で高齢者住宅訪問は中止しましたが、交通安全新聞の発行、

新入学児童訪問、交通事故慰霊祭の開催、こども安全パトロール隊やわんわんパトロール隊

への支援は継続して実施しております。消費者安全活動に関しては、特殊詐欺啓発ための活

動や相談受付業務を実施しております。

自治組織運営支援事業 決算額 １，２３０千円（１，２３１千円）

自治会の育成指導、相互の連絡調整を図り、住民福祉の増進並びに地域振興発展に寄与す

ることを目的とする自治会連合会に対し補助金を交付しました。新型コロナウイルス感染症

の影響を受けて自治会連合会総会は書面開催、町民スポーツフェスティバル及び町民パーク

ゴルフ大会は中止となっていますが、町民憩いの広場の管理は例年のとおり実施しておりま

す。役員段階での協議は実施しており、特に運営に支障はありませんでしたが、今後も住民

の自主的な活動となるよう支援を行っております。

〈防災会議費〉

（担当：総務課総務グループ）

防災対策事業 決算額 ７，５６４千円（７，７８０千円）

町民の生命と財産を守るため防災会議を開催するとともに、防災訓練・防災備品の整備等

日頃から安全な地域社会を確保するために必要な経費を支出しました。ハザードマップは、

既存の５０年確率雨量から国の指針に基づいた１０００年確率雨量で令和２年度に策定して
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おり（洪水予想データは前年度の北海道調査によります）、令和３年５月の法改正の内容も盛

り込み全町民へ配付を実施しました。要援護者等地図情報システムでは、令和２年度にゼン

リン住宅地図と連動した防災用地図情報システムを導入し、運用のため令和３年度に職員研

修を実施しました。防災訓練では、町民参加の防災訓練は新型コロナウイルス感染症の影響

を受けて中止しましたが、関係職員訓練として停電時の太陽光発電システム及び非常用発電

機の運用に関して実際に停電時の対処方法を訓練しました。また、中頓別小学校 1日防災学

校では、北海道主催の防災学校を支援し、中頓別小学校（４年生）防災見学会について小学

校の要請を受けて防災備品等の見学会を開催しました。要援護者台帳策定支援として、国に

おいて高齢者や障がい者等の災害時に早急なる避難をさせるためと地域における共助を促す

ための要援護者台帳の作成が義務付けられています。防災の観点から所管課の保健福祉課を

支援するため、要支援者台帳作成プロジェクトを総務課総務グループ、住民グループ、保健

福祉課で構築し、令和３年度に体制を作り高齢者等の抽出を行っています。令和４年度の策

定に向けて作業を進めて行く必要があります。備品購入では、ハザードマップで明らかにな

った水害対策における洪水対策水嚢や緊急排水エンジンポンプ、冬季の停電に対応すべく、

避難所用熱交換式温風システム等を導入しました。

〈バス転換関連施設維持管理費〉

（担当：建設課建設グループ）

天北線バス関連施設維持補修事業 決算額 ３，２７２千円（３，３６４千円）

バス路線の円滑な運行やバス利用の促進を図るため、バスターミナル等の維持管理にかか

る経費を支出しました。

〈情報推進費〉

（担当：総務課総務グループ）

中頓別町電子自治体推進事業 決算額 １９，５５０千円（１９，７１５千円）

職員端末に係るシンクライアントシステムの維持管理や機器更新等に係る経費を支出しま

した。この他に地方創生臨時交付金によりテレワークに要するシステム環境や専用端末等の

追加導入を図っています。新型コロナウイルス感染症対策に係るテレワーク機器の導入は、

当初、テレワークを実施可能にする１０数台程度で検討していましたが、全職員が対応でき

るようにとの方針に則り、全職員への配付を完了させました。また、全職員配付に係るシス

テム調整の他、これらに合わせてＷｉ－Ｆｉ環境の強化も実施するとともに、テレワークの

実施においては規則等を整備し、管理職研修を行って体制の構築を図ってきたところであり

ます。

令和３年５月１２日に設立しました「デジタル社会形成基本法」に基づき、令和３年１１月

１６日に中頓別町ＤＸ推進計画を策定しました。計画に則り令和３年１１月２２日に課長級

で組織されたＤＸ推進委員会を開催しました。また、行政手続きにおける主体的な課である

総務課と保健福祉課でＤＸ推進プロジェクトを構築し、行政におけるＤＸの推進を行ってき

ています。令和３年度は２回のプロジェクト会議を実施し、国から示されました基幹系１７
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業務及び２６手続きについて方向性を定めました。また、それに先駆けて押印の廃止に係る

規則を制定してきているところです。

〈新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業費〉

（担当：総務課政策経営室）

地方創生臨時交付金事業 決算額 ７５，２３０千円（７８，５５３千円）

※うち、１，９５６千円は、令和２年度からの繰越明許費です。

公共施設等における各種備品・消耗品の確保や施設等の改修、テレワークやオンライン会

議を推進するための機器・環境の整備、また、地域の経済回復・原油価格等の高騰による家

計の負担軽減を図ったプレミアム商品券の発行や暖房費の助成等、新型コロナウイルス感染

症対策として実施する各種事業に要した経費です。

・テレワーク促進事業 １１，１３９千円

※うち、１，９５６千円は、令和２年度からの繰越明許費です。

・公共施設感染拡大対策事業 ３，９６１千円

・ワークショップ環境整備事業 ４，３１５千円

・保健・介護福祉センター感染症対策改修事業 １，０２３千円

・感染症予防事業 １，１２３千円

・医療・介護従事者宿泊施設確保事業 ３，７８７千円

・認定こども園感染症対策事業 ４４５千円

・学校感染症対策事業 １，０６９千円

・新型コロナウイルス感染症感染リスク低減支援金事業 ２２８千円

・学習保障等に係る支援事業 １，７５１千円

・町民センター感染症対策事業 １４３千円

・地方バス路線維持対策事業 ６，０８２千円

・牛乳・乳製品購入券配布事業 １，８４４千円

・町内公共施設等なかとん牛乳無料配布事業 １６５千円

・地域内生産物利活用促進事業 ４，２６３千円

・新型コロナウイルス緊急融資及び利子補給事業 ９２千円

・新型コロナウイルス対策プレミアム商品券発行事業 １０，２８２千円

・シティプロモーション活動事業 ４，１００千円

・観光推進フォローアップ事業 ６，５２３千円

・学校給食補助事業 ２，２１５千円

・中頓別町クーポン券発行事業 ３，４７９千円

・福祉灯油助成事業 ６，５８５千円

・ＰＣＲ検査手数料 ６１６千円
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〈税務総務費〉

（担当：総務課住民グループ）

税務事務事業 決算額 ６，２６１千円（６，７７４千円）

徴収の状況は下記のとおりであり、ほぼ、例年並みの徴収率を維持しています。過年度分に

移行した諸税は公平・公正な賦課、徴収業務を進めるべく、翌年度に個別に納税相談を実施し

てまいります。

〈戸籍住民基本台帳費〉

（担当：総務課住民グループ）

戸籍事務事業 決算額 ２，７７４千円（２，８８１千円）

戸籍法に基づき、戸籍・除籍・改製原戸籍の管理及び発行や住民に関する事務処理に要した

経費です。宗谷５町村で戸籍システムサーバ―を管理することで経費の節減と個人情報の安全

確保に努めております。

住民事務事業 決算額 １２，２７８千円（１５，１６８千円）

※うち、２，６７９千円は、令和４年度への繰越明許費です。

住民基本台帳法等に基づき、町民の居住環境の公証、選挙人名簿の登録その他住民に関す

る登録、証明事務に関する事務処理の基礎となるもので、住民に関する記録を正確かつ統一

的に行うシステムの保守管理業務を委託しています。

社会保障・税番号制度が始まり、個人番号カード（マイナンバーカード）の交付のための

システム利用及び情報連携のための機器整備事業を委託しています。個人番号カードは国か

らノルマが課せられており、住民による作成に支援を行いながら普及に努力しています。

〈選挙管理委員会費〉

（担当：選挙管理委員会事務局）

選挙管理委員会事業 決算額 ６９３千円（７７３千円）

この経費は、主に選挙管理委員（４人）の報酬、費用弁償等選挙管理委員会を運営する経

費として支出しました。

〈選挙啓発費〉

（担当：選挙管理委員会事務局）

選挙啓発事業 決算額 ４千円（５千円）

新たに選挙権を得た１８歳以上の方や新成人等に選挙の大切さを理解してもらうため、パ

ンフレットを配付しました。

税目 現年度徴収率 過年度徴収率 全体徴収率 前年度比較

町民税 99.7％ 19.8％ 99.0％ 0.0％

固定資産税 99.0％ 7.8％ 95.8％ 0.8％

軽自動車税 99.4％ 31.7％ 98.8％ △0.3％

国民健康保険税 98.6％ 36.6％ 95.4％ 0.4％
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〈在外選挙費〉

（担当：選挙管理委員会事務局）

在外選挙事業 決算額 ０千円（０千円）

国外に居住する在外選挙人の名簿登録事務に係る郵便料については請求がなかったことか

ら未執行になりました。

〈衆議院議員選挙費〉

（担当：選挙管理委員会事務局）

衆議院議員選挙事業 決算額 ３，１５５千円（３，１６１千円）

令和３年１０月３１日執行の衆議院議員選挙に係る経費を支出しました。有権者数１，４

５３人に対し、投票者数は１，００６人であり、投票率は６９．２４％となりました。その

うち期日前投票及び不在者投票の割合は４０．０６％であり、当日の投票者数を大きく上回

っております。

〈統計調査総務費〉

（担当：総務課政策経営室）

統計調査業務事業 決算額 １９５千円（１９６千円）

・学校基本調査 ８千円

文部科学省が毎年行う幼稚園から高校までの生徒数等の実態を把握する調査です。

５月１日を基準として、本年度も調査を行いました。

・経済センサス－調査区管理 ４千円

経済センサス活動調査を円滑に行うための基礎調査内容の修正等の事務に要した経費

です。

・経済センサス活動調査 １８３千円

経済センサス基礎調査は、すべての事業所や企業の経済活動状態等を把握するために

５年毎に実施される調査です。６月１日を基準日として調査を行いました。

〈監査委員費〉

（担当：監査委員書記）

監査委員事務事業 決算額 ９４１千円（９４５千円）

この経費は、監査委員２名の報酬や監査業務に伴う費用弁償等に充てました｡
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民生費

〈社会福祉総務費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

社会福祉協議会運営補助事業 決算額 ７，５０３千円（７，５０３千円）

社会福祉協議会の運営に係る経費の一部を助成します。主に社会福祉協議会の職員２名の

人件費です。

冬期生活支援事業 決算額 ３００千円（３００千円）

冬期間の積雪による安全を確保するため、６５歳以上の単身世帯又は高齢者世帯、障がい

者世帯に対しベランダ・屋根等の除雪等の経費の一部を助成します。令和３年度は１件の申

請がありました。

地域支え合い見守り活動推進事業 決算額 ３９６千円（３９６千円）

社会福祉事業に要する要援護者システム運用のためのデータ更新に係る経費を支出しまし

た。

権利擁護事業 決算額 ７００千円（７００千円）

「なかとんべつサポートセンター」を社会福祉協議会に委託し、地域福祉の充実を図りま

した。

社会福祉総務事業 決算額 １６，９１５千円（１７，３７８千円）

各種委員会の報酬やその他社会福祉事業に要する経費を支出しました。

戦没者追悼平和祈念式開催事業 決算額 ２６千円（３０千円）

戦争によって亡くなった中頓別町の戦没者に対し、追悼の意を表し恒久平和への誓いを新

たにするため実施していましたが、令和３年度については新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため式典を中止し、遺族等関係者のみで黙祷を捧げました。

民生委員協議会運営補助事業 決算額 １，４６２千円（１，５５８千円）

民生委員・児童委員で構成する中頓別町民生委員協議会に対し、その運営費の一部を補助

しました。

協議会は、各民生委員の担当地区における生活状態の把握、高齢者等の安否確認、保護の

指導、社会福祉事業施設や関係行政機関との連携等の任務の遂行と円滑な運営を図ることを

目的としています。

地域自殺対策事業 決算額 １，６１０千円（１，６１１千円）

誰もが自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して、専門家による相談事業及び

こころの健康に係る教育事業として、講演会及び啓発等を実施しました。

こころの相談件数：２０名、健康教育学習会、講演会等：７回

社会福祉法人資格養成助成事業 決算額 ２７９千円（３６０千円）

社会福祉法人が実施する「社会福祉事業を行うための職員養成」に要する経費の一部を助

成しました。（厚生園職員４名）
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〈老人福祉費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

敬老会開催事業 決算額 ９１６千円（９１７千円）

令和３年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催中止としましたが、７５歳以

上の敬老会対象者３８４人に対し、喜寿の記念品と敬老祝い品を戸別訪問により贈呈しまし

た。また、本事業は新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業を活用しました。

高齢者事業団運営補助事業 決算額 ５００千円（５００千円）

高齢者事業団の運営に係る高齢者事業団開拓員活動事業に対し助成しました。

高齢者乗合自動車無料乗車券交付事業 決算額 ２４４千円（２４５千円）

町内の７５歳以上の高齢者に対し、町内のバス路線区間に限り無料で乗車することができ

る乗車券を令和３年度は新たに４名に交付しています。

この事業は、宗谷バスに委託して実施しています。

高齢者等スポーツレクリェーション大会開催事業 決算額 ０千円（０千円）

町内に居住する高齢者及び障がい者の福祉活動の一環として開催していましたが、令和３

年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止しました。

在宅老人デイサービスセンター等運営事業

決算額 ２１，４５８千円（２１，４５８千円）

在宅老人デイサービスセンターは、在宅の要援護老人等に対し、通所の方法により各種サ

ービスを提供し、生活の助長、社会的孤立感の解消、心身機能の維持向上を図るとともに、

その家族の身体的、精神的な負担の軽減を図っています。

この事業は、社会福祉法人南宗谷福祉会に委託して実施しています。

除雪サービス事業 決算額 １，３５０千円（１，３５０千円）

一人暮らしのお年寄りや、お年寄りだけの世帯で、積雪による外出の不安や、冬期間の生

活環境支援のために、除雪に係る労力を確保できないと認める世帯に対して、積雪時に玄関

前等住宅周辺の除雪を行いました。

この事業は、社会福祉協議会に委託して実施しています。

中頓別町入浴料助成事業 決算額 １，０１９千円（１，０８８千円）

町内に住んでいる７０歳以上のお年寄りや障がい者等の憩いの場の提供と心身の健康増進

のために、ピンネシリ温泉と黄金湯の入浴券を１１５名に交付しました。利用者は延４,６２

１名でした。

訪問介護サービスセンター運営事業 決算額 ７，７０９千円（７，７０９千円）

在宅者の要介護老人及び障害者等に対して、ホームヘルパーを派遣する事業として、訪問

介護サービスセンターの運営を社会福祉法人南宗谷福祉会に委託した経費です。

老人クラブ連合会運営補助事業 決算額 ３１９千円（３１９千円）

老人クラブ連合会の運営に係る経費の一部を助成しました。

養護老人ホーム入所事業 決算額 ９４，６１７千円（９５，６００千円）

町内外の老人ホームに入所している方の入所費用を支出しています。入所者本人と扶養義

務者は所得に応じた費用負担があります。
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８月１日現在の入所者数は、町内施設（長寿園）に４３名、町外の施設に３名入所してい

ます。

老人福祉事業 決算額 ７９，０６３千円（７９，０６４千円）

後期高齢者医療広域連合療養給付費市町村負担金等を計上しました。

療養給付費市町村負担金については、被保険者数及び給付費見込みを市町村ごとに算出し

ています。

また、南宗谷福祉会（養護、特別養護老人ホーム長寿園）の財政状況の悪化に伴い、今後

の経営に支障をきたす恐れがあるため、運営費の一部を助成しました。

後期高齢者見舞金助成事業 決算額 ３，６４９千円（５，６８８千円）

後期高齢者に対し医療に要する経費の一部を助成することにより、医療費の負担を軽減し、

地域で安心して生活できるよう、後期高齢者の福祉の増進を図ります。

見舞金の額は、医療機関等に支払った医療費等のうち月額２千円以内を助成するものです。

令和３年度は、対象者数３７４人、申請件数は延１，９７６件でした。

病院患者送迎サービス事業 決算額 １，４９３千円（１，５５７千円）

高齢者や通院が困難な方を、市街地を除く町内全地域を対象に週３回行っている病院患者

送迎サービスの諸経費を計上しました。

令和３年度の利用者は９９名でした。

居宅介護支援事業所運営費助成事業 決算額 ７，７０４千円（８，１７７千円）

令和２年度より社会福祉法人の居宅介護支援事業所を廃止し、新たに国保病院

内に居宅介護支援事業所を開設し運営費の一部を助成しました。

〈国民年金費〉

（担当：総務課住民グループ）

国民年金事務事業 決算額 ２２９千円（２２９千円）

法令に基づき、市町村が行わなければならない照会業務等に要した経費です。

〈障害者福祉費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

障害者医療費給付事業 決算額 ８１２千円（１，８０１千円）

身体に障がいがある方の身体的負担（人工透析や人工関節等）を軽減したりすることで、

日常生活が容易になるよう行われる医学的処置、薬剤、治療、材料等の給付を行う医療費の

一部を助成しました。

令和３年度は、入院外２０２件（内臓障害）に助成しました。

障害者総合支援給付事業 決算額 ９８，２７４千円（１０１，９２５千円）

障害者自立支援法の施行に伴い、障がい者の日常活動、居住系サービス、児童デイサービ

スといった障がい福祉サービス費の負担です。

現在、サービスを利用している方々は、生活介護１４名、施設入所１１名、共同生活援助

（グループホーム）１４名、就労継続支援（Ｂ型）６名となっています。
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また、第１第２ふれあいホーム（グループホーム）で生活されている方の平均支援区分４

以上が、８０％を超えた場合、スプリンクラーの設置が必須となり、今後においては支援区

分が上がることが見込まれるため、スプリンクラーの整備に伴う実施設計に対する経費の補

助をしました。

障害者福祉事業 決算額 ０千円（１２千円）

障がい者福祉事業に要する事務費等諸経費の支出を行いました。

地域生活支援事業 決算額 ８，２５１千円（９，５３９千円）

障がい者（児）が、安心して暮らすことのできる地域社会の実現、自立した日常生活又は

社会生活を営むことができることを目的として日常生活用具１５件の給付、障がい者等を雇

用している４事業者（５事業場：対象就労者数１４人）に助成金を交付しました。

〈災害救助費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

災害救助事業 決算額 ０千円（０千円）

実績がありませんでした。

〈重度心身障害者特別対策費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

重度心身障害者医療給付事業 決算額 ５，１４８千円（５，４０４千円）

心臓、腎臓、呼吸器、膀胱、直腸、小腸、免疫若しくは肝臓の機能障がいである１級から

３級の障がいに該当している方等の医療費の一部を助成しました。

〈地域福祉対策事業費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

緊急通報システム事業 決算額 ５２０千円（５３４千円）

ひとり暮らしのお年寄りや身体の不自由な方等の、増え続ける独居世帯者の安心を確保す

るために、緊急通報システム端末の貸与を行いました。

令和３年度末現在、安全センター１０戸、健康づくり財団５戸の設置となっています。

福祉ハイヤー助成事業 決算額 ２，９１８千円（４，２７１千円）

重度肢体不自由者等、７０歳以上の高齢者（一部制限があります）の通院等が容易になる

ように、タクシーチケット（１枚５２０円）を支給します。交付枚数は、重度肢体不自由者

等及び高齢者には年間４８枚、自家用車を所有している方の配偶者（７０歳以上）は年間２

４枚交付しました。また、年度途中での交付該当者は、年間交付枚数を月割で交付していま

す。

令和３年度は１７９名の申請に対し７，７１４枚を交付し、利用枚数は４，７６６枚（利

用率は６１．８％）でした。
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〈介護福祉センター費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

介護福祉センター管理事業 決算額 ４，９２３千円（５，２６４千円）

介護福祉センター及び保健センターの光熱水費等、施設の維持管理に係る経費です。

〈次世代育成支援対策費〉

（担当：認定こども園）

次世代育成支援対策事業 決算額 ４０１千円（５２６千円）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、自粛又は中止になる事業はありましたが、未

来を担う子ども達のために、地域に開かれた認定こども園として積極的に老人福祉施設や、

お年寄りとの世代間交流を取り入れることで、豊かな人間性を身につけることを目的として

世代間交流を行ってきました。また、町内の子ども達の健やかな成長ぶりを見守り、小学校・

中学校・高校生（町内在住の高校生）との交流をもつことによって、社会性や協調性を養う

ことを目的として異年齢児交流会を行いました。

事業名 交流区分 内 容 参加人数

保育所地域活動事

業（世代間交流）

（異年齢児交流）

世/異 こども園花壇づくり 新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため中

止

世/異 運動会 ９３名

世/異 パワーチャージパレード ６８名

世/異 しめ縄講習会 新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため中

止

世/異 人形劇観劇 新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため中

止

世/異 マスクプレイオペレッタ観劇 ５２名

世 敬老会参加 新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため中

止

異 畑づくり ２４名

異 夏休みボランティア体験 １８名

異 放課後交流 新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため中

止
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〈介護予防費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

介護予防事業 決算額 ５９８千円（６００千円）

介護保険法に基づく、介護予防支援サービス（予防ケアプランの作成、サービス事業者と

の連絡調整等）を行うための経費を支出しました。

〈住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業

決算額 ３２，１９０千円（３５，８４１千円）

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、様々な困難に直面した方々が、速やか

に生活・暮らしの支援を受けられるよう、住民税非課税世帯等に対して、１世帯当たり１０

万円の現金をプッシュ型で給付しました。

住民税非課税世帯 ３１５世帯、家計急変世帯 １世帯

〈子ども医療費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

子ども医療費助成事業 決算額 ３，８９６千円（４，４４７千円）

満１８歳までの子ども達に対し医療費の無料化を図り、疾病の早期診断と早期治療を促進

し、子ども達の保健の向上と福祉の増進、子育て世代家庭の経済的負担の軽減を図っていま

す。

〈児童措置費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

児童手当支給事業 決算額 １４，４６７千円（１４，４７７千円）

児童を養育している方に手当を支給することにより家庭における生活の安定に寄与すると

ともに、次代の社会を担う児童の健全な育成及び資質の向上に資することを目的に、以下の

基本額（月額）を年３回支給しました。

・３歳未満 １５，０００円

・３歳から小学校終了前の第２子まで １０，０００円

・３歳から小学校終了前の第３子以降 １５，０００円

・中学校終了前 １０，０００円

・特例給付 ５，０００円

障がい児生活支援事業 決算額 １３５千円（２２３千円）

南宗谷子ども通園センター負担金を支出しました。
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〈ひとり親家庭等児童特別対策費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

ひとり親家庭等医療給付事業 決算額 ２７千円（２５０千円）

ひとり親家庭等の健康の保持を図るため、医療費の一部を助成しました。

〈認定こども園費〉

（担当：認定こども園）

認定こども園事業 決算額 ３２，６０９千円（３４，５１８千円）

小学校就学前の子どもを対象とし、一人ひとりの子どもの状況や発達過程を踏まえ、地域

の実情に応じた創意工夫のある、教育及び保育を一体的に提供してきました。また、子ども

が自ら育つ園庭整備事業として園庭遊具設置設計業務委託を行いました。乳幼児期に必要な

「脳」や「体」への刺激が園庭遊びによって多様に得られ、子どもの全体的な発達に大いに

寄与できる園庭の設計になっています。整備工事については、令和４年度から令和５年度の

２カ年で行う予定です。

・園庭遊具設置設計業務委託料 ６，６００千円

〈地域子育て支援費〉

（担当：認定こども園）

地域子育て支援事業 決算額 ４８４千円（５９８千円）

すべての子育て家庭、妊産婦を対象に、親子の集いの場の提供や、子育てに関する情報提

供、及び相談事業を行いました。

講演会（年１回）

講 座（年６回）

遊びの広場（月１回～２回）

自由開放日（月１４回程度）

子育てサロン（月１回）

子育て相談事業（随時）

〈放課後児童健全育成費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

放課後児童健全育成事業 決算額 ５，７７４千円（６，７３１千円）

就労等により、昼間保護者が家庭にいない小学生を対象として、家庭的機能の補完をしな

がら、学習及び運動等の場を提供することによって、一人ひとりが安心して楽しく過ごしな

がら、健やかで心豊かな子どもに成長するように、子どもの健全育成を目指しました。
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〈こども包括支援費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

子ども・子育て支援事業 決算額 １，２７３千円（１，６８０千円）

地域の子育て支援の充実のための事業で、出生時の体重が 2,000ｇ以下又は身体の発育が

未熟のまま出生した子どもで、指定医療機関へ入院し、養育を行う必要のある子どもに対し

て、医療の一部助成を行いました。

ファミリーサポートセンター事業 決算額 ３５２千円（７６５千円）

育児の援助を行いたい者と育児の援助を受けたい者からなる事業であり、会員相互の活動

に関する連絡調整を実施しました。

妊産婦安心出産支援事業 決算額 １３９千円（３４５千円）

安心して子育てができる環境を整備し、妊産婦の健康診査や出産に係る交通費等の助成を

行いました。

子育て世代包括支援センター事業 決算額 １，９０５千円（２，８２８千円）

愛称を「なかとんネウボラ」とし、助産師・保健師による、地域の特性に応じた妊産期か

ら子育て期にわたるまでの切れ目のない支援を行いました。また、サービスの提供をスムー

ズに行えるようシステムの整備を進めました。

○のびのびルーム改修

・子育て世代包括支援センター修繕工事（なかとんネウボラ室） ４７３千円

・ＬＡＮケーブル配線工事 ５２千円

○備品購入費（ベビースケール、ＦＦ石油ストーブ、ベビーサークル） ２４１千円

〈こどもセンター費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

こどもセンター事業 決算額 １，３２１千円（１，３３６千円）

学校の放課後や夏休み等の長期休暇中に、障がいのあるなしにかかわらず、児童の居場所

づくりを行い、健全な遊びを通して子どもの心身の健康を増進し、子どもたちの能力の発達

を援助してきました。

〈子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

子育て世帯への臨時特別給付金給付事業

決算額 １９，３２４千円（１９，５２４千円）

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯を支援するため、児童手当を受

給する世帯に対し、対象児童一人につき１万円の臨時特別給付金を給付しました。
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〈子ども未来応援給付金給付事業費〉

（担当：保健福祉課福祉グループ）

子ども未来応援給付金給付事業 決算額 １，４００千円（１，４００千円）

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯の生活支援に対して、子育て世

帯臨時特別交付金の対象とならない児童手当特例給付の対象者に対し、町独自事業として児

童一人当たり１０万円を給付しました。

衛生費

〈予防費〉

（担当：保健福祉課保健グループ）

感染症予防事業 決算額 ２３千円（７４千円）

北海道エキノコックス症対策実施要領に基づくエキノコックス検診を行い、早期発見・早

期治療のための諸対策を講じました。従来行ってきた６５歳以上の結核検診は肺がん検診と

して実施しました。エキノコックス検診は小学生３年生以上の方を対象に実施し、小学校３

年生及び中学２年生に個別案内を行い９名が受診しました。

保健予防事業 決算額 １０，５４９千円（１１，３５６千円）

保健予防全体に係わる事業（会議・研修・車両維持・システムの更新等）を円滑に推進し

ました。

○システム保守

・健康管理システム保守委託 １，８９０千円

○システム改修

・ロタウイルス予防接種副本登録対応 ４９６千円

・新型インフルエンザ副本登録対応 １，１３０千円

・検診結果等の様式の標準整備 １，７４９千円

・検診情報連携システム整備 ２，３９８千円

予防接種事業 決算額 ６，３２７千円（７，８０３千円）

予防接種法に基づき定期の予防接種（ＢＣＧ、不活化ポリオ、二種混合、四種混合、麻し

ん風しん、ヒブ、小児用肺炎球菌、水痘、６５歳以上の方のインフルエンザ、６５歳以上の

肺炎球菌（定期対象者））、日本脳炎、Ｂ型肝炎を医療機関に委託し、実施しました。ヒトパ

ピローマウイルス感染症は国からの勧告により積極的勧奨を控えています。また、任意の予

防接種（６５歳未満の方のインフルエンザ、６５歳以上の方の肺炎球菌（定期対象以外））を

受ける方に費用の一部を助成しました。成人男性を対象とした風疹対策事業を行いました。

新型コロナウイルスワクチン接種事業

決算額 ２９，６０９千円（３２，６１１千円）

新型コロナウイルス感染症に係るワクチンについては、国から予防接種法に基づく「新型

コロナワクチン感染症に係る予防接種の実施に関する手引き」が示されています。希望者全
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員がワクチンを接種できる体制を整え、集団及び個別接種を推進しました。また、コールセ

ンターを設置し、個別の相談にも対応しました。

〈母子衛生費〉

（担当：保健福祉課保健グループ）

母子健康相談健康教育事業 決算額 ３６千円（１２０千円）

妊婦・乳幼児の健康相談、栄養相談、健康教育事業を実施し、安心して子どもを生み育て

ることができるように支援しました。

母子健診事業 決算額 １，５２６千円（１，６２６千円）

母性と乳幼児の健康の保持増進を図る事を目的に、妊産婦の健康診査及び交通費等に対す

る助成、乳児健診、１歳６ヶ月児健診、３歳児健診を行いました。さらに精密検査が必要な

方には費用の一部を助成しました。

母子歯科保健事業 決算額 ８２千円（１２０千円）

乳幼児等の虫歯予防のための歯科医師による健診と歯科衛生士によるフッ素塗布と歯科指

導、保健師・栄養士による相談等を２回実施し、延１０３名の利用がありました。

不妊治療費助成事業 決算額 ０千円（２２８千円）

不妊治療により妊娠を希望されるご夫婦の経済的負担を軽減することを目的に治療に係る

医療費及び交通費について助成する制度ですが、令和３年度の実績はありませんでした。

〈環境衛生費〉

（担当：総務課住民グループ）

環境衛生事業 決算額 ９９，６２８千円（１０２，８７８千円）

廃棄物の処理量は年々減少傾向にありますが、これは人口減少に由来するものと考えられ

ます。今年度は分別表を改めて作成、配付しました。分別に係る苦情もありますが都度、確

認を行い指導や旬報による周知を行ってきています。ごみの減量化に向けたなかとんリユー

スは希望者がなく実施実績はありませんが、制度として継続していく必要があると考えます。

また、小型家電及び古着のリサイクル品の受入れも継続して実施しました。

鳥獣捕獲に係り鳥類の処理件数は１２件、その他要望・苦情処理が５件、今年度より委託

としたハチ駆除は３０件、委託が対応できず職員実施は７件でありました。狂犬病予防注射

は６３頭（町外で注射したものを加えれば６８頭）実施しております。また、不法投棄は０

件、野外焼却は１件であり注意、指導を行っています。公衆浴場への補助金は例年のとおり

に継続しています。合併浄化槽の設置は２件（５人槽）の希望があり、要綱に基づく補助を

実施しております。

環境保全活動推進事業 決算額 １，１３６千円（１，１６９千円）

例年実施していましたクリーン作戦に関しては、昨年度と同様に新型コロナウイルス感染

症の影響を受けて中止としております。特定外来生物であるオオハンゴンソウの防除はアク

ションプランを策定し、除草剤を使用した試験的防除を実施しました。実施日数は１２日間、

作業時間は４９時間であり、防除面積は１１，５４０㎡の試験的防除を行いました。国道に
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関してはほぼ全域を実施しており、また、繁茂が顕著であった町道や中学校グランド、市街

地内等でも実施しております。淡水魚の生息調査を観光まちづくりビューローに委託して実

施しました。今年度は生息調査や町民への聴き取り調査、例年実施していた水質調査、子ど

もたち等を対象とした自然環境学習を計画し実施しております。

地球温暖化対策として公共施設のＬＥＤ化及び防災事業と連携して役場庁舎太陽光発電シ

ステムの導入を実施しました。令和元年度の役場庁舎のＬＥＤ化、令和２年度は農業体験交

流施設、介護福祉センター、保健センター、自動車学校、認定こども園、町体育館、消防支

署、引き続き令和３年度は一般廃棄物処理場、そうや自然学校、道の駅ピンネシリの３施設

の調査、設計、契約、実施の支援を行い完了しています。

〈墓地火葬場費〉

（担当：総務課住民グループ）

墓地火葬場維持管理事業 決算額 ２，０１２千円（２，４０５千円）

町内に設置されている５ヶ所の墓地と火葬場１ヶ所の維持管理に要した経費であり、今年

度は火葬炉設備（バーナー及びリミットスイッチ）の補修も実施しております。

〈病院費〉

（担当：総務課政策経営室・保健福祉課保健グループ）

国民健康保険病院事業運営補助事業

決算額 ３５８，２０８千円（３８１，８０５千円）

中頓別町国民健康保険病院の運営に対する補助金を支出しました。

第２次救急医療事業 決算額 １，１１８千円（１，１１８千円）

中心都市宣言（定住自立圏構想推進要綱第４に規定）を行った「名寄市及び士別市」との

相互に役割を分担し連携しながら取り組む、上川北部地域広域第２次救急医療事業に係る経

費です。

〈診療所費〉

（担当：保健福祉課保健グループ）

歯科診療所委託事業 決算額 １２，５２３千円（１６，２０５千円）

歯科診療所の施設整備を行い、充実した地域の歯科保健、歯科診療ができるように支援し

ました。

〈地域保健対策費〉

（担当：保健福祉課保健グループ）

地区組織活動事業 決算額 ２８６千円（３６７千円）

各地区から選ばれた保健推進員とともに健康づくりに取り組みました。

１年間の保健事業をのせた健康カレンダーを全戸配布しました。
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〈健康増進費〉

（担当：保健福祉課保健グループ）

がん検診事業 決算額 １，７７９千円（２，２４５千円）

各がん検診（胃がん、肺がん、大腸がん、前立腺がん、子宮がん、乳がん）を実施し、が

ん患者を早期に発見し、早期治療に結びつくように援助しました。

乳がん検診・子宮頸がん検診については特定の年齢の方に検診の個別勧奨を行うとともに、

検診を無料で受けられるクーポン券を発行しました。

各種がん検診の受診者数は、胃がん検診１３１名、肺がん検診１８３名、大腸がん検診１

５２名、子宮頸がん検診５１名、乳がん検診７６名でした。

健康教育事業 決算額 １，６７４千円（２，０６１千円）

各地区等での健康相談や健康教室等を通して、より健康的な生活が継続できるように支援

を行いました。健康づくりセミナーを１回開催しました。健康増進法に基づく４０～６４歳

の健康教育は４１回２１３名の参加がありました。健康相談は２２回（３６名）の参加があ

りました。その他、保健師、栄養士は随時家庭訪問を行いました。

健康診査事業 決算額 ３７１千円（３９２千円）

健康増進法に基づく健康増進事業（骨粗鬆症検診、肝炎ウイルス検診）の他、同法施行規

則に定める健康診査及び保健指導（医療保険者が行う特定健診等の対象以外の方）を実施し

ました。個別の健診結果をもとに生活習慣病予防や改善に向けた支援を行いました。

歯科保健事業 決算額 ４０７千円（４０９千円）

８０歳で２０本の歯を保つことでさらに豊かな生活ができるよう、生涯を通した歯の健康

づくりを推進します。特定健診等とあわせて８０２０さわやか健診を行いました。幼児・児

童・生徒にブラッシング指導を行い、虫歯予防ができるように支援しました。

健康増進事務事業 決算額 ２００千円（２９０千円）

健康増進法に基づく事業（会議・研修・車両維持等）を円滑に推進しました。

後期高齢保健事業 決算額 １，１０７千円（１，４９９千円）

後期高齢者医療保険に加入されている方の糖尿病等生活習慣病の重症化予防と心身の機能

の低下予防のため、健康診査・保健指導・健康教育等を行いました。医療受診者訪問事業や

歯科健康診査等の新たな取組も継続して行っています。

労働費

〈労働諸費〉

（担当：産業課観光まちづくり推進室）

稚内雇用対策協議会関係事業 決算額 １９千円（２０千円）

雇用対策にかかる諸会議への参加や通年雇用化に向けた助成事業等を推進する稚内地方通

年雇用促進協議会に加入し、雇用対策の円滑な推進を図りました。

・稚内地方通年雇用促進協議会負担金 １９千円
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農林水産業費

〈農業委員会費〉

（担当：農業委員会事務局）

農業委員会活動促進事業 決算額 １，８０５千円（１，８６８千円）

農業委員会等に関する法律に規定する事項に係る法令事務及び中頓別町農業委員会に対す

る事務委任に関する規則に基づく事務（農地の所有権移転・賃貸借や転用等）の執行を行い

ました。また、広報活動やホームページを通じて農業委員会の情報提供を行うとともに、農

業者の意見を聞きながら事務を進めました。

■委員に関する経費

●委員の報酬 １，６３８千円

●総会や研修会等の費用弁償 ３９千円

■事務的経費

●書籍購入費、車両燃料代 ２８千円

●北海道農業会議への負担金 １００千円

【参考】

・総会開催回数 ７回

・農地等流動化実績 所有権移転２件（３筆）、

賃貸借１６件（６７筆）

合計１３７．５５ｈａ

機構集積支援事業 決算額 １１７千円（１２９千円）

農地パトロール時における農地の利用状況調査や耕作放棄地全体調査を通じて遊休農地や

耕作放棄地の防止・解消を図りました。

■事務的経費：調査図面制作消耗品等 １１７千円

農業担い手対策事業 決算額 １千円（５千円）

農業経営の継続を促進するため、独身の農業後継者や経営者に対してパートナーとの出会

いの場の情報提供を行いましたが、新型コロナウィルス感染症対策により、交流会の企画・

開催が見送られたことから、参加ができない状況となったほか、新規就農者向けのフェア等

の開催も見送られたため、令和３年度についても一部の活動が実施できませんでした。

■事務的経費：車両燃料代 １千円

〈農業振興費〉

（担当：産業課産業グループ）

中頓別町農業体験交流施設（食彩工房「もうもう」、体験農園「オガル」）

管理運営事業 決算額 ９，８８２千円（９，９６９千円）

中頓別町農業体験交流施設の施設管理運営費です。

○中頓別町農業体験交流施設指定管理料 ６，５１９千円

○中頓別町農業体験交流施設体験ハウス修繕工事 ２４１千円
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○中頓別町農業体験交流施設備品購入費 ３．１２２千円

認定農業者支援事業 決算額 ２１千円（２１千円）

本町農業の中核的な担い手として、経営規模の拡大や集約化、複合化等によって、魅力あ

る経営実践を目指す意欲ある農業者を「認定農業者」として町長が認定し、各種の支援を行

いました。

○農業経営基盤強化資金利子助成事業

法律に基づいて、積極的な経営を展開する認定農業者が借り入れた「農業経営基盤強

化資金（通称：Ｌ資金）」に対する利子の助成を行いました。

農業振興事業 決算額 ３，１３４千円（３，３５４千円）

農業行政の推進のため、農用地区域の管理、農業振興地域整備計画の策定・管理、農業担

い手対策の推進、農業関係制度資金等に係る事業を実施しました。

中山間地域等直接支払交付金交付事業

決算額 ３９，５０４千円（３９，５０５千円）

農業者が現在耕作している農地の面積に応じて、農業者が主体となり組織された中山間地

域等直接支払制度推進協議会に対して、国費・道費・町費より交付金を交付しました。

中頓別町農業担い手育成事業 決算額 ２０４千円（２９３千円）

本町で新たに就農された経営者に対する支援等を行いました。

農業次世代人材投資事業 決算額 １，５０４千円（１，５０４千円）

新規就農者は、就農後の経営の安定化に期間を要することから、経営が軌道に乗るまでの

間、一定条件を満たす新規就農者に対し国が支援を行う制度で、平成２９年度より青年就農

給付金事業から事業名が代わり実施されています。

多面的機能支払事業 決算額 ３，９９３千円（３，９９４千円）

農業者が現在耕作している草地・畑の面積に応じて、農業者が主体となり組織された推進

協議会に対して、国費・道費・町費により交付金が交付され、農業・農村の有する多面的機

能の維持・発揮を図るため地域の共同活動に支援を行い、農用地、水路、農道等の地域資源

の保全管理を図りました。

６次産業化推進事業 決算額 ４，５３９千円（４，６６８千円）

平成２８年度から製造を開始している『なかとん牛乳』の提供農場に対する協力金や平成

２９年度より試験栽培を開始した醸造用ぶどうの苗木や栽培資材等の購入、栽培管理に係る

業務委託等を行い、本町の新たな特産品の開発に向けた取り組みを行いました。

酪農振興支援事業 決算額 ０千円（１，０００千円）

町内の酪農家戸数は年々減少を続けており、地域の生産力も減少している状況にあること

から、乳牛の飼養施設等の整備・改修等に対して助成を行い、個々の生産力の向上を図るこ

とを目的とした事業ですが、令和３年度は補助申請がありませんでした。

ミルクプラント運営事業 決算額 １１，６３６千円（１３，３７２千円）

平成２８年度より製造を開始した『なかとん牛乳』の製造等に係る経費で、作業員の人件

費や生乳等の原材料費等の経費を支出しています。なお、『なかとん牛乳』は、町内商店での

販売を主体に、札幌市での販売のほか、学校給食への提供やふるさと納税の返礼品として活
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用しています。

農地耕作条件改善事業 決算額 １３４，８２６千円（１３５，０３４千円）

松音知地区において、大規模搾乳農場の建設や哺育育成センターの整備計画を進めている

状況にあることから、既設の道路では大型化された農業用機械等の通行に支障を来すことか

ら農道の整備を実施しました。また、集乳農道の未整備農家等においてもミルクローリーの

通行が容易となるよう農作業道の整備を行いました。

〇中頓別地区農地耕作条件改善事業

（事業期間 平成３１年度～令和３年度完了）

・事業費 １３４，８２６ 千円（補助金 ７３，８２８千円）

・事業内容 工事延長 農道 Ｌ＝２３３ｍ、集乳道（４路線） Ｌ＝２７３ｍ

電柱移設補償 一式

・施行場所 松音知地区にある、ドリームジャンボファーム㈱の国道を起点として、中頓

別町循環農業支援センターの区間内２３３ｍ及び豊泉、上駒、松音知地区の集乳道を

整備。

〈畜産業費〉

（担当：産業課産業グループ）

各種制度資金利子補給事業 決算額 ２９３千円（２９５千円）

酪農経営において累増した負債により、経営悪化が余儀なくされている農家に対して積極

的に農業経営の改善を図ろうとする者が、必要とする資金の借り入れに対し生ずる利子の一

部を負担軽減措置として利子補給を行いました。

循環農業支援センター管理事業 決算額 ９，１５６千円（９，２１７千円）

当該施設を利用組合に無償貸付していますが、施設管理上最低限必要な経費（設備機械の

維持管理費用や作業車両の定期点検費等）及び施設・設備機械の修繕費を負担しました。

・械設備等定期点検費 ３，１５４千円

・設備機械修繕費 ６，００２千円

地域交流事業 決算額 ０千円（０千円）

例年開催している酪農祭については、新型コロナウイルス感染症対策のため、令和 2年度

では開催を見送ったため、開催経費の助成は行いませんでした。

畜産振興事業 決算額 ３，１９４千円（３，２４５千円）

畜産行政の振興を図るため、畜産関係計画の策定及び管理、家畜衛生対策、家畜糞尿等畜

産環境対策に要する業務を執り行いました。

中頓別町営牧場運営事業 決算額 １８，８９７千円（１９，０４８千円）

乳用牛の育成部門における飼養労働力の軽減と適期受胎による生産性の向上を図るため適

正な運営を行いました。

○町営（弥生・神崎）牧場運営業務委託事業

・利 用 料 １頭１日あたり２００円

・受託期間 ５月下旬から１０月中旬
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・管理運営業務委託料 ８，０４７千円

・電気牧柵整備工事 １０，７８０千円

・備品購入費 ７０千円

中頓別町乳牛検定組合運営 事業 決算額 ４５０千円（４５０千円）

乳牛の資質向上と経営の合理化を推進するため乳牛群の能力検定を実施し、生産性の向上

等酪農経営の体質強化を図ることを目的として活動している団体の運営費の一部を補助しま

した。

中頓別町酪農ヘルパー利用組合運営事業

決算額 ３，５００千円（３，５００千円）

酪農家の家族の休養・研修・旅行等での完全休日の取得の推進と、経営者及び家族の疾病

時の緊急対策としてのヘルパー制度の活用等により、経営の安定と生活の向上に資するため

の事業に対し組合運営費の一部を補助しました。

乳牛共進会関連事業 決算額 ０千円（０千円）

例年開催している乳牛共進会については、新型コロナウイルス感染症対策のため、令和 2

年度では開催を見送ったため、開催経費の助成は行いませんでした。また、道北・全道共進

会も同様の理由で開催されなかったことから、出場にかかる経費負担も生じませんでした。

草地整備型公共牧場整備事業 決算額 ３５，７８１千円（４６，２９７千円）

※うち、２７，５００千円は、令和２年度からの繰越明許費です。

※うち、１０，５００千円は、令和４年度への繰越明許費です。

飼料基盤の整備による酪農経営の安定化の推進と併せて、公共牧場の機能強化として哺育

育成預託施設の整備に向けた調査設計業務を行いました。

令和３年度実施状況

草地整備改良１１５．７㏊、預託育成施設（看視舎）調査設計外

〈有害鳥獣対策費〉

（担当：産業課産業グループ）

有害鳥獣対策事業 決算額 １８，４４６千円（１９，４２５千円）

傷病等野生鳥獣の保護収容等に係る取扱い指針に基づき、野外で負傷・疾病した野生鳥獣

の保護・収容及びへい死体の処理を適切に行いました。

また、野生鳥獣による農林業・生活環境被害の緩和及び防止のため、関連機関と協力して

駆除等の対策を行いました。なお、エゾシカについては６５０頭を駆除し、主に有害鳥獣等

処理施設において減容化処理しました。

・有害鳥獣報償費（エゾシカ６５０頭、熊１頭） ７，９９６千円

・有害鳥獣捕獲業務等委託料 ４６４千円

・有害鳥獣回収処理業務委託料 ２，１００千円

・有害鳥獣等処理施設管理委託料 ７，１８４千円

・猟銃免状取得補助金（２名） ３１１千円

・有害鳥獣対策備品購入（箱わな、センサーカメラ等） ２５１千円
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・その他（消耗品、燃料費、旅費等） １４０千円

〈農業者年金費〉

（担当：農業委員会事務局）

農業者年金委託事務事業 決算額 ２４千円（３４千円）

農業者の老後生活の安定を図るため、農業者年金基金からの委託事務として、農業者年金

への加入促進、受給者への支給手続き等の業務を実施しました。

■事務的経費：郵便料 ２４千円

【参 考】令和３年度末現在

・受給権者数１０２人 被保険者数９６人 待機者数１５人

・新規加入者数０人

・事務処理件数 裁定請求等６件 現況届６５件

〈林業振興費〉

（担当：産業課産業グループ）

森林管理事業 決算額 ６，６９６千円（６，７５７千円）

町有林の森林保険料等の管理経費及び民有林の伐採届、森林火災予防の対策費等に要する

経費を支出、その他に旧鉄道林において立木の枯損や腐朽等が見受けられ上駒地区において

皆伐工事を行いました。

○皆伐工事 上駒地区 事業費 ３，８７２千円 事業量 ３．００ｈａ

森林環境保全直接支援事業 決算額 １８，０９７千円（１８，０９８千円）

森林の有する多面的な機能の持続性な発揮を図る事を目的とし、町有林の育成のために各

種事業（下刈り、間伐、造林）を実施しました。

○下刈事業 弥生・岩手・神崎地区 事業量 ３６．２１ｈａ

・事業費 ３，８９４千円（補助金２，６４７千円）

○間伐事業 兵安・藤井地区 事業量 ２７．９６ｈａ

・事業費 ８，６４６千円（補助金５，７９１千円）

○造林事業 弥生地区 事業量 ７．１０ｈａ

・事業費 ５，５５７千円（補助金３，７７８千円）

＜用語の解説＞

下刈 植栽木周辺の、雑草（笹・草等）の除去を行う。(標準：植栽後９年間）

間伐 適正な密度で森林を管理するため、利用できる大きさに達した立木を間引くため

の伐採を行う。（標準：林齢３０年生以降 間伐実施樹種：トドマツ）

造林 無立木地（原野）の解消を図るため植栽を行う。

森林保護事業 決算額 ０千円（０千円）

町有林の保護及び育成を目的として、幼齢林の野ねずみによる被害の未然防止のため植栽

後９年間の林小班への野ねずみ駆除剤（リンカＳ１）の空中散布を予定していましたが、予

察調査（６月、８月、１０月）の結果、中止となりました。
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中頓別町民有林森林整備振興事業 決算額 １，９１３千円（２，２５０千円）

町内における民有林森林整備事業の推進を円滑に進めるために要する経費の一部を助成し、

伐採跡地等の荒廃を防ぎ、森林の健全な育成を行うことにより森林の公益的機能の向上及び

林業の振興が図られました。

造林Ａ＝３８．００ｈａ 下刈Ａ＝１０４．２４ｈａ

未来につなぐ森づくり推進事業 決算額 ６，４６２千円（６，８６９千円）

本町内に所有する民有林について、森林としての機能の活性化を図るとともに、森林資源

の充実、森林の有する公益的機能の高度発揮を目的として、造林の標準経費（実行経費）に

対して町が１００分の２６を補助しました。

森林整備担い手対策推進事業 決算額 １０６千円（１０７千円）

森林労働者の就労の長期化、安定化を促進し、林業労働力の確保に資するため、森林作業

員、事業主、町及び道が一定の掛け金を負担し、就業日数が１４０日以上ある森林作業員に

奨励金を支給するものです。今年度は５名分を負担しました。

森林整備・林業振興事業 決算額 １０，１０９千円（１１，３０４千円）

温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止等を図るため、森林環境譲与税を活用し、間

伐・除伐や人材育成・担い手の確保対策、木材利用の促進や普及啓発等、森林整備及びその

促進に関する施策を推進しました。

〇森林整備促進対策 ３，６５２千円

既存の林務関係事業では対応が困難な山林について森林整備を実施しました。また、北海

道林業・木材産業人材育成支援協議会への活動支援及び人材育成における研修等へ参加しま

した。

私有林等整備事業（枝打ち）Ａ＝２２．３６ｈａ

〇森林経営管理推進対策 ０千円

森林経営計画未策定の森林所有者等を対象にした、経営管理の意向のための事前アンケー

トを実施しており、それを基づいて現地踏査のみを行った事から予算執行がなされませんで

した。

〇林業・木材産業成長産業化促進対策 ６，１６２千円

町民の林業に対する機運の醸成の一環として、役場庁舎町民ホールの木質化に向けたワー

クショップを開催し、町民ホールに木を使っていく事を象徴するモニュメントを作成・設置

しました。

また、木質バイオマスエネルギーの利活用の普及促進のため、森林組合に委託し、町内の

薪需要や販売戦略等の調査を行いました。

〇木育・木づかい推進対策 ２９５千円

予定していた「木のおもちゃまつり」については新型コロナ感染症対策のため実施できま

せんでしたが、妊婦さん及び１歳未満のお子さんの保護者を対象に、地元材を活用した積み

木教室を開催しました。また、中学校において卒業記念品として持ち帰る机の天板に取り付

けるための脚を作成してプレゼントし、地域の重要な産業である林業を身近に感じてもらう

取り組みを行いました。
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〈林道費〉

（担当：産業課産業グループ）

林道管理事業 決算額 １，３２５千円（１，３８７千円）

中頓別町で管理している林道施設の維持補修及び管理業務を行いました。

道営林道事業 決算額 １５，１８８千円（１５，１８８千円）

森林の生産性の悪化により林業生産活動が停滞しており、計画的な森林整備や作業の機械

化の効率化が求められている。森林管理道整備により木材の運搬の効率の向上や作業道と適

切な組み合わせにより森林整備の促進と森林経営の安定化を促進しました。

○道営森林管理道松麿線開設事業

（事業期間 平成２４年度～令和６年度）

・事業費 １５，１８８千円

（国負担分30,376 千円 道負担分 15,188 千円 町負担分15,188 千円）

・事業内容 開設工事 延長＝357ｍ、幅4.0ｍ

・施工場所 松音知橋から南に250ｍを起点として山林側へ約500ｍの区間。

林業専用道天北線開設事業 決算額 ２３，８９５千円（２３，８９７千円）

森林所有者の高齢化や町外の所有者が年々多くなり、森林整備の手入が行き渡らず山林の

衰退が見受けられているところです。その中で、立地条件の悪い山林について林業専用道の

整備により計画的な施業が可能となることから、森林整備の推進や所有者の施業意欲の向上

が図られました。あわせて、森林整備事業者等への安定的な雇用確保にも繋がりました。

○林業専用道天北線開設事業

（事業期間 平成２８年度～令和５年度）

・事業費 ２３，８９５千円

（国負担分11,948 千円 道負担分 239千円 町負担分11,708 千円）

・事業内容 開設工事延長1,010ｍ 幅 3.5ｍ 調査設計 L=490ｍ

・施行場所 小頓別地区の北電変電所施設付近から音威子府方向の山林内の区間。

藤井地区林業専用道開設事業 決算額 １０，６２３千円（１０，６２３千円）

民有林で間伐期を迎えている山林において、新たに路網を整備することにより施業の集約

化が進み、コスト軽減が図られ、間伐材が安定的に製材工場等に供給することが出来ました。

（事業期間 令和３年度）

・事業費 １０，６２３千円（補助金９，２００千円）

・事業内容 開設工事延長400ｍ 幅 3.5ｍ 調査設計 L=400ｍ

天北線小規模林道整備事業 決算額 １，４９５千円（１，４９５千円）

大雨により、切土法面が崩壊したことから通行の妨げとなっており土砂の撤去を行い、ま

た、今後被害拡大を防ぐため法面保護を行いました。

（事業期間 令和３年度）

・事業費 １，４９５千円（補助金７４７千円）

・事業内容 法面保護工 面積＝164 ㎡
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商工費

〈商工総務費〉

（担当：産業課観光まちづくり推進室）

商工業振興対策推進事業 決算額 ７，７４９千円（１１，３５３千円）

商工業の振興と地域経済基盤の安定を図るための取り組みに要する経費です

平成２８年度から、商工業者の事業拡大や設備の整備改修、後継者への事業継承を円滑に

進めることを目的に商工業振興支援補助金制度（令和８年３月まで）による支援を行ってい

ます。

・商工業振興支援補助 ６，４３４千円

継承祝い金１件、施設設備改修等３件

・中頓別町商工業事業継承支援補助金 １，２９２千円

固定資産税補助及び雇用継続奨励補助１件

・旅費、車両燃料費 ２３千円

中頓別町商工会補助事業 決算額 ７，６２５千円（７，８６６千円）

商工業の振興と地域経済基盤の安定をはかることを目的に、その指導的役割を担う中頓別

町商工会に対して、経営改善普及事業に係る経費の一部を助成しました。

中頓別町中小企業振興資金融資事業

決算額 ２０，０００千円（２０，０００千円）

（融資枠 ６０，０００千円）

町内中小企業の育成振興、経営の合理化を促進するため、金融機関に運用資金を預け中小

企業者に対し、有利な融資を行っています。融資額は一企業に運転資金、設備資金に対し７，

０００千円以内、木材工業関係は３０，０００千円以内で、設備資金の特例として金融機関

からの貸付利率に４分の３を乗じて得た利率で計算した額を利子補給します。

〈観光費〉

（担当：産業課観光まちづくり推進室）

ピンネシリ温泉運営事業 決算額 ２３，４１７千円（２３，９５４千円）

ピンネシリ温泉（ホテル「望岳荘」）の管理運営に係る費用です。

○中頓別町ピンネシリ温泉の管理運営に係る指定管理料 １８，７０２千円

・管 理 施 設－温泉（入浴）施設、宿泊施設

・業務の範囲－施設の管理に関する業務、施設の運営に関する業務、施設の経営管理に

関する業務

・指 定 期 間－平成３０年４月１日～令和５年３月３１日 ５年間

○導水管維持管理委託料 ２，７２８千円

○水質検査手数料等 １１５千円

○土地賃借料、分湯料（国有林関係） ３１千円

○機械設備等点検等委託料 １，０３６千円
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○機械設備修繕料 ８０５千円

ピンネシリふれあい公園管理事業 決算額 ２８４千円（２９６千円）

ピンネシリ温泉に隣接している広場の維持管理や環境美化に関する業務を委託しました。

観光イベント振興事業 決算額 １，６５０千円（１，６５０千円）

例年助成を行っていた夏まつりは自粛により開催されませんでしたが、代わりに開催され

た納涼花火大会、規模を縮小して開催された冬まつりに対して助成を行いました。

・納涼花火大会 ８００千円

・雪像コンテスト＆花火ファンタジア ８５０千円

観光協会補助事業 決算額 ５５０千円（５５０千円）

観光宣伝、観光イベント、観光客の誘致等幅広い活動を進める観光協会の事業に対し助成

し、町の観光産業の振興に努めました。

○観光協会運営補助金 ５５０千円

観光振興事業 決算額 ３，１４５千円（３，３８８千円）

関係団体との会議出席のほか、観光施設の維持修繕を行い、観光事業の推進に努めました。

・旅費 ３１千円

・燃料、修繕費等 ３１６千円

・観光案内看板修繕 ５８４千円

中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園管理運営事業

決算額 ８，３５３千円（９，１０５千円）

中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園の施設管理運営費です。

○中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園の管理運営に係る指定管理料 ４，３１０千円

・指定期間－令和２年４月１日～令和６年３月３１日 ４年間

〇ぬくもり館屋根修繕費 ６００千円

〇鍾乳洞自然ふれあい公園修繕計画策定委託費 ２，３４３千円

〇遊歩道修繕工事 １，１００千円

中頓別町山村交流施設管理運営事業

決算額 ２２，３４７千円（２２，５８２千円）

中頓別町山村交流施設（ピンネシリビレッジファームパーク）の施設管理運営費です。

○中頓別町山村交流施設の管理運営に係る指定管理料 １０，３２２千円

・人件費

・管理施設－ピンネシリビレッジファームパーク〔交流プラザ（道の駅「ピンネシリ」）、

オートキャンプ場、コテージ〕、砂金掘体験場

・業務の範囲－施設の管理に関する業務、施設の運営に関する業務、施設の経営管理に

関する業務

・指定期間－平成３０年４月１日～令和５年３月３１日 ５年間

○消耗品及び修繕費 １，００９千円

〇改修工事等

・道の駅、キャンプ場トイレ改修工事 ７，００７千円
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・キャンプ場排水、路面修繕工事 ２，８７１千円

・道の駅ＬＥＤ化工事 ９０７千円

・合併浄化槽保護工事 ２３１千円

大畑山展望台公園清掃維持管理業務事業 決算額 １７１千円（１７１千円）

大畑山展望台の開設にあたり、除草等の環境整備やトイレ清掃管理を実施しました。

南宗谷観光推進連絡協議会事業 決算額 ０千円（０千円）

南宗谷地域（浜頓別町、猿払村、枝幸町、中頓別町）の観光推進を図るために組織する協

議会に対し負担金を支出しています。協議会では会議開催の他、札幌地下歩行空間において

情報発信事業を取り組んでいますが、令和３年度は協議会の事業を見合わせたため負担金の

支出はありませんでした。

そうや自然学校事業 決算額 ４，３１４千円（４，３２２千円）

中頓別町の豊かな自然環境を活用した体験活動を町内外の利用者に提供し地域間の交流促

進を図るとともに、地域の魅力を広める他、体験観光の展開による地域の活性化をに取り組ん

でいます。

・指定管理料 ３，００６千円

・特定建築物検査費 １５７千円

・照明ＬＥＤ化工事 １，１５１千円

地域おこし協力隊事業 決算額 １０千円（１０千円）

地域おこし協力隊員の募集や活動に必要な研修等を国の要綱に基づき特別交付税を活用し

て実施しています。

令和３年度は新規に着任した隊員を対象に地域内研修を行いました。

なかとんべつ観光まちづくりビューロー運営事業

決算額 ２４，１７１千円（２８，２６９千円）

敏音知地域を中心とする山村交流施設等の観光資源の活用や情報発信を推進し、地域の活

性化、交流人口の増加に取り組む（一社）なかとんべつ観光まちづくりビューローの運営費

を助成し、観光振興を図っています。

○（一社）なかとんべつ観光まちづくりビューロー運営費補助 ７，７９０千円

○地域おこし協力隊員雇用負担金 １６，３８１千円

土木費

〈土木総務費〉

（担当：建設課建設グル－プ）

土木総務事業 決算額 ２０５千円（２２０千円）

各種会議への旅費及び道路、河川等の協会負担金、関係図書の購入を行いました。
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〈道路維持費〉

（担当：建設課建設グル－プ）

除排雪事業 決算額 １０３，４００千円（１０４，６２４千円）

冬期間の快適な生活環境づくりのために、町道や公設駐車場等の除雪・排雪業務を行いま

した。

・除雪ドーザ購入費（除雪ドーザ１３ｔ 新車) ２７，８３０千円

・除排雪委託料 ５７，８０５千円

・除雪センター詰所建設設計委託料 ２，２００千円

上駒駐車場トイレ維持管理事業 決算額 ３８８千円（３９２千円）

上駒駐車場のトイレ清掃を委託し、いつも清潔な状態を保ちました。

道路維持補修事業 決算額 １２，０５６千円（１２，４１２千円）

道路補修用に砕石やコンクリート管等を購入しました。

・原材料費 ５３４千円

・道路維持作業委託料 ５，５５５千円

・舗装道路補修費 １，４５２千円

・町道区画線設置工事 ６６０千円

道路照明灯電気料事業 決算額 ９０６千円（９０６千円）

歩行者及び車両通行の夜間の安全性確保のために設置している、道路照明灯１２３基分（町

道２１路線）の電気料を計上しています。

道路台帳整備事業 決算額 ３９６千円（４００千円）

道路台帳は、町道管理に必要な道路の現況や用地を確認することと、道路の維持管理に要

する費用として交付税措置がされるので、図面及び調書を整備するものです。

・毎年、道路工事等で変更が生じた分を修正します。

〈橋梁維持費〉

（担当：建設課建設グル－プ）

橋梁補修事業 決算額 ５０千円（５０千円）

橋の維持、補修を行いました。

・町道秋田原野線太平橋パイプサポート設置撤去費 ５０千円

〈道路新設改良費〉

（担当：建設課建設グル－プ）

普通建設事業（単独） 決算額 １，０７７千円（１，１３８千円）

道路建設事業を行うための人件費及び積算等に係る経費を支出しました。

中頓別駅向線交付金事業 決算額 ６４，３８６千円（６４，３８７千円）

中頓別弥生線（あさひ橋）交差点から宮下地区へ向かう町道で、１５８．５ｍの改良工事

を実施しました。平成２８年度より行った約６７０ⅿの事業が完了しました。
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橋梁修繕事業 決算額 １１，７２６千円（１１，７２６千円）

豊泉地区にある豊林橋の補修工事を実施しました。

橋梁長寿命化更新事業 決算額 ６，２４８千円（６，２４８千円）

今後補修工事を行う予定の兵安地区にある清水橋の設計調査を実施しました。

長寿命化修繕計画事業 決算額 １４，５３１千円（１４，５３１千円）

町道７３橋のうち２４橋の近接目視点検を実施しました。

秋田原野線交付金事業 決算額 ５２，１９１千円（５２，１９２千円）

かえで団地付近から秋田地区に向かう町道で、昨年度架け替えを行った太平橋付近の改良

工事２００ⅿと用地確定測量３００ⅿを実施しました。

中頓別弥生線交付金事業 決算額 ４９，７４７千円（８７，５７６千円）

※うち、３７，８２８千円は、令和４年度への繰越明許費です。

頓別川河川改修に伴い弥生地区一已内橋の架換工事で、今年度は橋台下部と橋脚の工事分

の負担金を北海道へ支払いました。

４丁目線整備事業 決算額 １４，６８５千円（１４，６８５千円）

旧瀬尾医院より小林さん宅へ抜ける町道で、１３７ⅿの改良工事を実施しました。

〈河川総務費〉

（担当：建設課建設グル－プ）

河川維持事業 決算額 ２００千円（２００千円）

普通河川の河床に堆積した砂利撤去等の維持管理経費を支出しました。

樋門樋管管理委託事業 決算額 ７１６千円（７４０千円）

河川の洪水・氾濫等によって災害が発生しないように、宗谷総合振興局稚内建設管理部が

管理している２級河川の頓別川、兵知安川にある３０ヶ所の樋門・樋管の操作や管理を委託

しました。

〈旭台公園費〉

（担当：建設課建設グループ）

旭台公園維持管理事業 決算額 ２１４千円（２１５千円）

旭台公園の管理を委託し環境美化の向上を図りました。

・公園管理委託料 １８６千円

・光熱水費 ２８千円

〈住宅管理費〉

（担当：建設課建設グループ）

公営住宅維持管理事業 決算額 ２３，４３６千円（２４，８２８千円）

※うち、３１２千円は、令和２年度からの繰越明許費です。

住宅の修繕・維持管理にかかる費用です。

令和４年３月３１日現在の管理戸数 ２４０戸
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公営住宅 １９６戸、特公賃 ２０戸、独身者住宅 １９戸、定住促進住宅 ５戸

・西団地公営住宅外壁改修工事（昭和６１年度） １棟４戸 １３，９７０千円

・あかね団地公営住宅解体工事（１０号棟） ５，２９１千円

〈住宅建設費〉

（担当：建設課建設グル－プ）

住宅建設促進事業 決算額 １８，４４９千円（１８，４４９千円）

町民の持ち家住宅を促進するため、中頓別町住宅建設促進条例に基づき、町内に住宅を新

築又は増改築する方及び町内に賃貸住宅を建設する方に対し費用の一部を助成することによ

り、良質な賃貸住宅の供給の促進と町民の定住促進を図りました。

また、本町における今後の空き家対策を総合的かつ計画的に進めるため「中頓別町空家対

策計画」を策定しました。

・営繕工事積算標準単価利用料 ２３１千円

・賃貸住宅建設促進助成金（１件１棟６戸） １８，０００千円

危険廃屋解体撤去助成事業 決算額 ２，７８０千円（２，７８０千円）

※うち、５６０千円は、令和２年度からの繰越明許費です。

町内に存する老朽化し危険な状態にある廃屋化した建築物等の解体撤去をする方に対し、

経費の一部を助成し、景観や住環境向上、町民の安心安全を図っていきます。

・危険廃屋解体撤去補助金 ６件 ２，７８０千円

消防費

〈消防費〉

（担当：南宗谷消防組合中頓別支署）

消防本部費 決算額 ７，６６９千円（７，９０８千円）

南宗谷消防組合の議会費、総務費、消防本部費等の負担金を支出しました。

火災原因調査事務 決算額 ３６千円（３７千円）

火災原因の究明、火災、消火により生じる損害程度を明らかにし、効果的な予防警戒態勢

を確立するために必要な研修費を支出しました。

火災予防啓蒙普及業務 決算額 ９２千円（１１５千円）

火の用心ポスター配布、啓蒙旗設置、啓蒙看板作成、火災予防運動広報、年末警戒、町内

回覧防火啓蒙等の火災予防思想の普及啓発活動に要した費用です。

防火対象物訓練指導事業 決算額 ７千円（７千円）

防火対象物で実施する消防訓練に係る経費です。

消防査察事務 決算額 ０千円（６千円）

消防対象物の査察を行うことで実態を把握し、万一の火災発生に際して、被害を最小限に

とどめるための指導業務で、違反是正の研修費を計上しましたが、新型コロナウイルス感染
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症拡大に伴い研修中止となりました。

火災・救助・災害警戒防御業務 決算額 ５２３千円（９２３千円）

火災出動、救助出場、災害警戒にかかる職員手当・消防団出動手当を支出しています。

救急業務 決算額 ３１０千円（５５１千円）

救急出動に要した費用です。

・救急町外搬送旅費 １１９千円

・携帯電話使用料・Ｂ型肝炎検査文書料 ３７千円

・Ｂ型肝炎検査委託料・インフルエンザ予防接種委託料 １５４千円

救急業務検証事務 決算額 ８千円（３８千円）

救急隊員の行う応急処置の質を保障することを目的とし、職員間での救急出動に関する評

価を行い全体の意思統一を図ると共に、特異症例に関する事例については道北救急高度化推

進検証医師に意見と評価を求め救急活動全体の検証に要した費用です。

救急資機材維持管理費 決算額 １，３３９千円（１，４４４千円）

救急出動に備え、救急車両・資機材の維持管理のために要した費用です。

・救急使用の消耗品・高機能感染防止衣購入 ４１４千円

・酸素ボンベ耐圧検査料・酸素充填手数料 １０４千円

・除細動器・人工呼吸器・ストレッチャー保守点検料等 ３５８千円

・携帯用吸引器、酸素ボンベ、酸素ボンベ減圧弁の購入 ４６３千円

救急救命士病院実習事業 決算額 １０３千円（１０５千円）

救急隊員の行う応急処置の質を保障することを目的とし、救急医療の知識・技術を維持、

レベルアップし、より質の高い病院前救護を町民へ提供するための病院実習費用です。

・生涯学習病院実習（旭川赤十字病院・名寄市立病院） １０３千円

警防・救助訓練業務 決算額 １７千円（２６千円）

有効な火災、救助、災害活動を行うために必要な訓練研修に係る経費を支出しました。

消防学校等派遣事業 決算額 ４９７千円（４９９千円）

消防職員として必要な専門知識及び技術の習得、体力、気力の練成、規律の保持、共同精

神を養い、公共福祉の増進に繋がる人材の育成のため、下記の教育に派遣しました。

・初任教育課程１名、専科教育救急科１名 ４９７千円

消防車両・資機材整備維持管理業務 決算額 ３，２４３千円（３，７１０千円）

各種出動に備え、常に最善の能力を発揮するための維持管理費用に充てたものです。

・需用費 消耗品、燃料費、修繕費（車検整備・普通修繕） ２，０６２千円

・役務費 空気ボンベ耐圧検査、自動車保険料、車検代行料 ４４７千円

・備品購入費 消火ホース、バッテリー管理器、バッテリー ４４７千円

・公課費 重量税 ２８７千円

消防水利整備維持管理業務 決算額 ２，２７０千円（２，２８５千円）

町内の消火栓、防火水槽新設、維持管理に必要な費用の支出をしています。令和３年度で

は、機能低下が見られる消火栓の更新を実施しました。

・消火栓更新工事（中頓別市街地２か所） ２，２４０千円
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・原材料費（消火栓、防火水槽使用） ３０千円

消防団訓練指導等事業 決算額 ７８７千円（８８２千円）

消防団が主催となる式典、演習、訓練、指導に関する費用弁償等を支出しています。

消防分団事務 決算額 ２，８０１千円（２，８６１千円）

消防団活動を円滑に進めていくために、報酬、旅費、災害補償関係、統計調査等に関する

事務を処理するために充てたものです。

・報酬、共済費、市町村総合事務組合負担金等 ２，７８１千円

・団長交際費 ２０千円

通信施設維持管理業務 決算額 ７５８千円（７９６千円）

デジタル無線設備、１１９番受信設備、サイレン吹鳴装置等の通信施設の維持管理費用を

支出しています。

・アプローチ回線通信料、電話料、メールサイレン通信料 ７５８千円

庁舎・備品維持管理業務 決算額 ４，５６３千円（４，８０８千円）

庁舎、分団詰所各備品の修繕・維持管理に要した費用です。

・光熱水費、燃料費、消耗品、修繕費 ２，５９１千円

・自家用電気工作物、庁舎設備機器、自動ドア点検委託業務 ２９１千円

・消防庁舎、小頓別消防詰所火災保険料 ９４千円

・庁舎ＬＥＤリース料 １８８千円

・敏音知会館合併浄化槽各種検査料、合併浄化槽保守管理委託料、汚泥抜き取り料

１２０千円

・敏音知消防施設管理委託料・小頓別消防詰所管理委託料 １００千円

・庁舎玄関ゴムチップマット張替工事 ７７０千円

・署活系無線機、洗濯機、タブレットＰＣ等の備品購入 ４０９千円

その他の係内庶務事務/予防事務/警防事務

決算額 １０４，３３３千円（１０５，１０２千円）

職員の人件費を含めた予算、経理、栄典事務等の消防全般に渡る事務処理を行いました。

・人件費 給料、職員手当、共済費、退職手当組合負担金 ９８，５８２千円

・旅費、消耗品費、職員制服費、燃料費、印刷製本費 ５，４２３千円

・役務費 通信運搬費（郵便）、防火防災訓練災害保険料等 ５４千円

・委託料・使用料及び賃借料・負担金補助及び交付金 ２７４千円

教育費

〈教育委員会費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

教育委員会事業 決算額 ６７０千円（６９０千円）

教育委員会開催状況・・・１２回
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学校訪問・・・学校行事及び授業参観、公開授業参観等の訪問を行いました。

教育委員研修・・・北海道市町村教育委員会研修会、宗谷管内教育委員研修会は新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止のため中止となりました。

教育委員報酬・・・教育委員の報酬を支出しました。

〈事務局費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

外国青年招致事業（英語指導助手） 決算額 ４，０３５千円（４，０３５千円）

こども園、小中学校、英会話教室等、語学教育の充実を図るとともに、地域国際交流の推

進に努めました。令和３年度より１名を中学校に常駐させました。

中学校部活動振興事業 決算額 ３７３千円（３７３千円）

生徒の身体並びにスポーツ技術の向上、管内中学校との交流と親睦を図ることを目的とし

ています。管内及び全道大会の参加やユニフォーム費用として保護者負担を軽減しました。

・卓球部ユニフォーム代 １０千円

教育委員会事務局事業 決算額 ８３，０６５千円（８６，９５６千円）

教育委員会の補助機関として教育委員会事務局が設置され、教育委員会の職務権限に属す

る事務を具体的に処理するため、事務局職員の給料や事務に要する経費に充てました。中学

校校舎の建て替えを含め、令和８年の開校を目指した新しい学校づくりについて検討を進め

ました。

・これからの学校づくりワークショップ運営業務委託料 ８，８８８千円

教育研究指定校委託事業 決算額 １００千円（１００千円）

特色ある学校経営の活動について研究し、その結果を集約し研究紀要として各学校へ配布

し、教育効果を高めることを目的として各学校に委託しました。

教職員健康診断事業（人間ドック） 決算額 ８４千円（８４千円）

教職員の健康の保持増進及び病気の早期発見等に努めました。

公用車両維持管理事業 決算額 ９，０３９千円（９，１８４千円）

通学用スクールバスの運行、校外学習、各種スポーツ大会参加時の運行及び事務局車両の

維持管理に充てました。

中頓別町教育研究会運営事業 決算額 ２６２千円（２６２千円）

中頓別町学校教育の重点及び町内各学校の学校教育目標・経営方針に則り、教育課程の改

善、充実を図るための経費ですが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、視察研修、

校外研修、研究大会、実技研修は中止となりました。

特別支援教育連携協議会運営事業 決算額 ０千円（０千円）

発達障害を含めた障害のある子どものよりよい生活を築くため、総合的な支援体制の在り

方や障がいに対する理解を町民や関係者で共有していくために支援しました。新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のため、講演会・視察研修は中止となり、実績はありませんでした。

英語力育成事業 決算額 ６６千円（６６千円）

英語検定の検定料の補助金を支出しました。
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・英語検定 小学生 ７名、中学生１３名

学習習慣育成事業 決算額 １４２千円（１５３千円）

漢字検定の検定料の補助金、リーディングスキルテストの受験料を支出しました。

・漢字検定 小学生３５名、中学生１０名

・リーディングスキルテスト 小学生 ６名、中学生２４名

〈住宅管理費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

教職員住宅管理事業 決算額 ５８３千円（７００千円）

教職員住宅の維持管理に係る経費に充てました。

・小破修繕等 １０件

〈学校管理費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

小学校施設維持管理事業 決算額 ４２，２８４千円（４３，４８１千円）

児童が快適・安全に学校生活を送れるよう小学校施設を維持管理するための経費に充てま

した。

・体育館暖房機取替工事 ４，９５０千円

・トイレ改修工事 ９，９００千円

・外壁修繕工事 ６，７１０千円

・備品購入費（モノクロレーザープリンタ、モノクロ複合機、オージオメーター等）

２，７２６千円

中学校施設維持管理事業 決算額 １６，０５１千円（１６，７３５千円）

生徒が快適・安全に学校生活を送れるよう中学校施設を維持管理するための経費に充てま

した。

・備品購入費（ジェットヒーター、ジェットヒーターガードフェンス、図書室用本棚等）

２，０９２千円

〈教育振興費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

小学校教育振興事業 決算額 １，７３３千円（１，８６１千円）

児童に対する教育活動において必要となる教育資材等を整備し、教育指導の充実を図るた

めに必要な経費に充てました。

・図書購入費 １９３千円

・備品購入費（高跳び用バー、一眼レフカメラ、セフティ跳び箱） ２３３千円

中学校教育振興事業 決算額 ３，７３６千円（４，２００千円）

生徒に対する教育活動において必要となる教育資材等を整備し、教育指導の充実を図るた

めの経費に充てました。
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・図書購入費 １０９千円

・備品購入費（ポータブルワイヤレスアンプ、ワイヤレスチューナーユニット、

ニッケル水素充電池、チューバ、クラリネット） １，１８４千円

就学奨励事業 決算額 ７８３千円（１，０１３千円）

経済的な理由によって就学困難と認められる児童又は生徒の保護者に対して必要な援助を

行いました。

・新規 １名、継続 ７名

〈社会教育総務費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

社会教育推進事業 決算額 ５０１千円（６３１千円）

本町の社会教育事業のあり方について協議検討を行い社会教育事業や生涯学習・まちづく

り活動に積極的に参加できる体制を支援しました。

少年教育推進事業 決算額 ４，４５４千円（５，２６４千円）

地域の資源や文化を活かす子どもの体験活動や学習機会を提供し、青少年の健全育成を図

りました。

・中頓別町ＰＴＡ連合会運営事業補助（北緯４５度ふれあい広場運営補助を含む）

２５０千円（２５０千円）

・生徒指導連絡協議会運営補助 １５０千円

・学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業 ４，０５４千円

青年教育推進事業 決算額 ４４４千円（４４７千円）

地域で青年女性自体の繋がりが薄れている状況もあるため、学習の場や交流の場を提供し、

青年女性教育の推進を図りました。

高齢者教室推進事業 決算額 ０千円（３０千円）

高齢者いきいき教室を開講し、学習と思考を重ねながら、世代間交流や共同学習による交

流を深めるとともに、生きがいに満ちた生活を送るため、趣味や娯楽等のサークル活動を実

施しました。新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、リフレッシュ研修は中止しま

した。

・パソコン教室、大正琴サークル

芸術文化推進事業 決算額 ５３０千円（６２５千円）

地域の個人・団体サークルや、町内各学校における日頃の文化活動や学習成果の発表を通

じ、お互いの交流を図りました。また、日頃触れる事の少ない文化的公演を開催しました。

・芸術文化公演会（一般・学校公演） ２８０千円

・町民文化祭実行委員会運営補助金 １２０千円

文化財保護事業 決算額 ０千円（３６千円）

本町の区域内に所在する文化財の保全と活用について協議検討するための費用ですが、新

型コロナウイルス感染症拡大防止対策により現地調査を実施できず支出がありませんでした。
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夢と希望を！感動体験事業 決算額 ７５０千円（１，０５０千円）

次代を担う子ども達の健やかな成長と教育の向上に資することを目的に、未来を担うこど

もの健全育成と教育の基金を財源に、２０歳までの町民が学校単位や、子ども育成会、分団

活動、スポーツ少年団活動等において取り組む各種体験活動に補助金を支出しました。

・中学校本物感動体験修学旅行事業 ６０３千円

・中学校本物感動体験自然体験事業 ９３千円

・小学校本物感動体験修学旅行事業 ５４千円

〈町民センター費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

町民センター運営維持管理事業 決算額 １７，４５７千円（１７，８７９千円）

地域住民のコミュニティ活動、社会教育、生涯学習の場の拠点として利活用を図るため、

施設の維持管理に要する経費に充てました。

〈社会教育施設費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

郷土資料館及び青少年柔剣道場運営事業

決算額 ６，６３３千円（７，１７７千円）

郷土資料館、図書室、柔剣道場の光熱水費等の維持管理に要する経費を計上しています。

また、子どもからお年寄りまで利用しやすい生涯学習の拠点としての図書室の充実を図るた

め、計画的に蔵書を整備しました。

・施設専用引込電柱折損建替工事 １，４３０千円

読書活動推進事業 決算額 １５千円（６１千円）

・なかとんべつ子ども読書プラン事業

令和３年３月に中頓別町子どもの読書活動推進計画〔第３次計画〕を策定。生涯にお

ける読書の習慣化に向けた取り組みとともに、誰もが利用しやすい施設を目指します。

レファレンスサービス（調べものの支援）や道立図書館との連携拡充を図るための検討

を行っていきます。

また、赤ちゃんから絵本に親しみ、また、町図書室と認定こども園や学校図書室との

連携を図りながら、子どもを中心とした読書活動の支援をしました。

・ブックスタート事業

赤ちゃんと保護者がゆっくり向き合い、心ふれあうひとときを持つきっかけをつくり、

絵本を開く楽しい体験といっしょに、絵本等が入ったブックスタート・パックを手渡し

ます。町で地域に生まれたすべての赤ちゃんと保護者を対象に、乳幼児検診の時に「い

きいきふるさと推進事業」と同時に実施しました。

・絵本の読み聞かせ事業

読書活動の推進を地域全体での取り組みにするために、絵本の読み聞かせボランティ

アの活動について支援をしました。
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〈多目的集会施設費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

多目的集会施設維持管理事業 決算額 ７２５千円（８５１千円）

小頓別地区の住民活動の場として活用している多目的集会施設の光熱水費等維持管理に要

する経費に充てました。

〈創作活動施設費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

創作活動施設運営管理事業 決算額 ３９１千円（４５６千円）

中頓別町らしい個性豊かな芸術文化の発展のため、地域や職場、団体やサークルのネット

ワークづくり、創作活動の拠点として活用している創作活動施設の維持管理に要する経費に

充てました。

〈保健体育総務費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

社会体育推進事業 決算額 ９５４千円（１，９６０千円）

社会体育推進事業

各種研修会への参加や町内スポーツ大会・教室等のあり方についての協議や少年団活動

支援に係る経費及びスポーツ巡回車の維持管理等に要する経費に充てました。

・各スポーツ少年団指導者への支援 １７５千円

・スポーツ少年団本部運営補助 １０５千円

スポーツ推進委員会運営事業

スポーツ団体サークルが自主的・自発的にスポーツ活動を継続的に活動するために、研

修や会議等の機会提供を図っています。

町民各種スポーツ大会等運営事業

・町長杯争奪町民パークゴルフ大会

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により中止

・町民ソフトボール大会 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により中止

・町民駅伝大会

・教育長杯ゲートボール大会 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により中止

・夏休みラジオ体操会

・町民体力テスト会 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により中止

冬季スポーツ教室運営事業

・町民スノーフェスティバル 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により中止

・寿スキー場ジュニアスキー大会 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により中止

・冬季スポーツ教室運営事業

・ジュニア・キッズスキー教室 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により中止
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社会体育施設運営事業 決算額 ７１７千円（８９４千円）

学校クラブ活動や町内で活動しているスポーツ団体やサークル、愛好団体の活動の場所と

して利用されている町民体育館の維持管理に要する経費に充てました。

〈山村プール費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

山村プール運営事業 決算額 ２，１９２千円（２，２０３千円）

学校授業や一般町民の健康体力づくり、児童生徒の健全育成のために開設している山村水

泳プールの維持管理に要する経費に充てました。

〈寿野外レクリェーション施設費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

寿野外レクリェーション施設事業

決算額 ３５，４６５千円（３５，５５８千円）

社会教育施設等（寿スキー場、野外レクリェーション施設、寿公園）の管理は有限会社中

頓別振興公社が指定管理者として管理運営に要する経費に充てました。

・リフト部材購入 ４９５千円

・ロッジ周辺整備事業（搬器倉庫） ６，２２６千円

・ロッジ周辺整備事業（ロッジ窓） ５５０千円

・ワイヤーけん引用アンカー補修工事 ６４９千円

・救助用固定器具購入事業 １４３千円

・可倒式ポール購入事業 ４００千円

〈学校給食費〉

（担当：教育委員会教育グループ）

学校給食事業 決算額 １７，３８０千円（１８，５４８千円）

子ども達に、望ましい食習慣や食に関する自己管理能力を身につけさせるよう食育の推進

を図りました。各学校における給食回数は、小学校で２０２日、中学校で２００日、給食セ

ンターの稼働日数は２０６日となりました。これに伴い保護者負担となる学校給食費補助金

を新型コロナウイルス感染症の影響による家計への配慮及び更なる子育て環境整備のため全

額補助としました。引き続き食育を通じて児童生徒の健全育成を推進するよう努めます。

特別会計

自動車学校事業特別会計

（担当：自動車学校）

自動車学校事業 決算額 ５３，６２５千円（５６，６９５千円）

自動車免許取得のための教習、高齢者の免許更新時講習、及び取得者教育等の業務を実施
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し、地域における交通安全教育センターとしての積極的な活動の推進を図っています。

・教習用ＡＴ車（１台） ２，４３２千円

・ドライブレコーダー（教習車用 ４台） １３８千円

・教習用ホワイトボード ６２千円

・ガレージ屋根修理 ３４７千円

・車庫屋根葺き替え工事 １，１１１千円

・自動車学校コース修繕 １，６７２千円

国民健康保険事業特別会計

（担当：保健福祉課福祉グループ）

国民健康保険事業 決算額 １７６，４５９千円（２１３，４５１千円）

国民健康保険とは、日本に住む誰もが安心して医療を受けることができる「国民皆保険制

度」を維持しており、病気やケガをしたとき、安心して病院にかかることができるように医

療費の一部を国と国保加入者のみなさんの保険税で負担し合う制度です。

・総務費 ６，７０８千円

・医療給付事業 １０９，６９９千円

疾病時の入院や入院外（外来受診）の医療費を支出します。

・国民健康保険事業費納付金 ４９，８８１千円

・共同事業拠出金 １千円

・保健事業費 ４，９８２千円

特定健診を実施し、早期発見と予防事業に係る経費を支出します。

・諸支出金 ５，１８８千円

介護保険事業特別会計

（担当：保健福祉課福祉グループ）

介護保険事業 決算額 ２０７，３５０千円（２２２，１８５千円）

介護保険制度は、高齢者が住みなれた地域で安心して暮らすことができるよう、また、要

支援状態とならないよう様々な地域支援事業や、要支援状態、要介護状態となった高齢者へ

の介護保険サービスを推進しています。

・総務費 ７，６８２千円

・保険給付費 １７７，１２６千円

介護サービス等諸費 １５３，１８１千円

介護予防サービス等諸費 ２，４４０千円

その他諸費 １３５千円

高額介護サービス等費 ４，４９２千円

高額医療合算介護サービス等費 １，２４６千円

特定入所者介護サービス費 １５，６３２千円

・地域支援事業 ７，３２４千円



49

・諸支出等 １２，２１８千円

・基金積立費 ３，０００千円

後期高齢者医療事業特別会計

（担当：保健福祉課福祉グループ）

後期高齢者医療事業 決算額 ３２，０２５千円（３３，０５１千円）

後期高齢者医療事業は、老人保健事業に替わる制度で７５歳以上の方と６５歳から７４歳

で一定の障害のある方が加入する医療保険制度です。

全道すべての市町村で構成する後期高齢者医療制度広域連合が設立され事業の運営にあた

ります。

市町村の役割は、保険料の徴収、各種申請や届出の受付、被保険者証の引渡し等の業務を

行うことになり、事業運営のための経費を計上するものです。

・総務費 １，５５３千円

・後期高齢者医療広域連合納付金 ３０，４７２千円

水道事業特別会計

（担当：建設課建設グループ）

簡易水道事業 決算額 １０５，００８千円（１０５，７９５千円）

水道は清浄な水道水を供給する生活環境施設として重要な役割を担っています。

今年度につきましては、中頓別浄水場設備更新工事に伴う実施設計業務委託及び令和２年

度に策定しました地方公営企業法適用基本方針に則り、簡易水道事業法適用化支援業務委託

を実施しました。その他、水道施設等の維持管理を重点に予算計上し、豊富で清浄な水道水

を造り、経営の健全化に努めました。

・水道施設修繕費 ４，６２９千円

中頓別浄水場 取水施設堆積土砂撤去工事 ６０５千円

松音知ポンプ室 ポンプ井水位計修繕 １，２１０千円

敏音知ポンプ室 №２送水ポンプ修繕 １，２５４千円

施設・配水管修繕費 １，５６０千円

・中頓別町水道施設維持管理業務委託 １２，８７０千円

・中頓別浄水場 設備更新実施設計業務委託 １１，５５０千円

・簡易水道事業法適用化支援業務委託 ９，０６４千円

・量水器取替工事（１３５台） １，９３６千円

下水道事業特別会計

（担当：建設課建設グループ）

下水道事業 決算額 ９４，６２９千円（１５９，０２８千円）

※うち、６４，１３０千円は、令和４年度への繰越明許費です。

下水道事業は、公共水域の水質保全と快適な生活環境づくりとの重要な役割を担っていま
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す。今年度は中頓別町下水道ストックマネジメント計画に基づいた下水道施設の設備更新工

事及び工事に伴う施工監理委託を実施しましたが、世界的な半導体不足による電機品の供給

不足に起因する納品遅延により年度内に工事完了出来なかったため繰越事業としました。ま

た、特定環境保全公共下水道事業全体計画・事業計画更新に伴う業務委託及び令和２年度に

策定しました地方公営企業法適用基本方針に則り、特定環境保全公共下水道事業法適用化支

援業務委託を実施しました。合わせて下水道施設の維持管理を重点に予算を計上し、よりよ

い環境づくりとより効率的な施設管理に努めました。

・下水道施設修繕費 １，５６３千円

下水道管理センター 上水給水ポンプ電動機修繕 ６８９千円

下水道施設・下水道管修繕費 ８７４千円

・下水道管理センター 維持管理業務委託 ２７，８３０千円

・特定環境保全公共下水道事業全体計画・事業計画更新業務委託 ４，７０８千円

・特定環境保全公共下水道事業法適用化支援業務委託 ５，６２１千円

国民健康保険病院事業会計

（担当：国保病院）

医療機械器具等整備事業 決算額 ５，５１４千円（５，５１８千円）

住民の皆様により良い医療サービスを提供するため、老朽化・故障した医療機器等の更新

及び新規導入しました。

・スパイロメーター ・恒温槽

・ホルター心電図 ・電動ベッド

・ベッドサイドモニター ・酸素流量計

・スチール棚 ・シリンジポンプ

・診察台 ・ストレッチャー

・デスクトップＰＣ ・オンライン資格確認システム

介護医療院改修事業 決算額 ２７，１０４千円（３３，６２７千円）

介護医療院転用部分の改修工事を実施しました。

・居室改修(４室)

・談話室改修(１室)

・廊下改修

・浴室、洗面所改修


